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科学的センスとクリエイティブな実践力を身につけた
理数系教員を養成する
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学生食堂
～学校ブランドを高める空間づくり～

食の提供
（アウトソーシング）
社員食堂 /寮・研修所・保養所・研究施設 /
学生食堂 /レジャーレストラン /カフェ
お仕事に、勉学にがんばる皆様を食事面からサポートいたします。
空間づくりなども含めた委託運営を行っています。

学生の皆様にとって、大切な思い出の一つになる学生食堂。
学校それぞれの教育方針に沿って運営を行いながらも、
学生層に合わせ、トレンドを意識したメニューをご用意。
カジュアルさとおいしさで好評をいただいています。
また、売店の運営やスクールバスの運行など、トータルでの
サポートも可能です。

各施設の運営方針やご利用者様の年齢層に応じたメニューを
提供。栄養バランスを考慮した食事を提供するだけでなく、
研修施設では研修期間や日程などの利用状況に対応した運営を
心がけ、「食」を通じて家庭にいるような安らぎを提供すること
を目指しています。食事以外にも、施設管理全般にわたる管理
業務も行っています。

寮・研修所・保養所・研究施設
～やすらぎと栄養バランスを考えた食事提供～



「英語をさかのぼる」
講師　藤原保明氏（P.16参照）
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地域での一人暮らしの方や
お年寄りの見守り活動

　東京都　藤原啓乃

音楽を通じた日本と
モンゴルの交流拡大をめざして

東京都　阿部　渚

「地あぶら」で地域の潤滑油になれば
茨城県　NPO法人「バイオライフ」

（代表　塩川富士夫）

被災地を訪れ仮設住宅の窓拭き
栃木県　作新学院

おばあちゃんの生家から広がる人の縁
茨城県　NPO法人「華の幹」（代表　飯塚洋子）

言葉の橋渡し　心を添えて
神奈川県　問屋正勝

木製義足を作り続ける職人� 東京都　菊池　豊

高校生によるラオス学校建設への協力、支援活動
高知市立高知商業高等学校生徒会
（代表生徒　細木優夏　野村昌代）

ご当地紙芝居で心の復興後押し
神奈川県　中谷奈津子

子供達に生きた科学を� 茨城県　芳賀和夫

筑波大学生の力を生かした地域密着型復興支援
茨城県�T-ACT 企画「Tsukuba�for�3.11」

（代表学生　福井俊介　霜鳥太一）

茗渓会賞（社会貢献活動功労者）
第13回顕彰式（P.20 参照）

（順不同　敬称略）
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

茗
渓
会
の
皆
様
に
は
、
何
時
に
変
わ
ら
ず
旧
年
中
も
様
々
な
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

激
動
す
る
社
会
の
中
で
は
、
一
昨
年
の
10
月
に
行
っ
た
開
学
40

周
年
の
祝
賀
会
か
ら
も
随
分
と
時
間
が
過
ぎ
た
と
い
う
思
い
に
な

り
ま
す
。
筑
波
大
学
は
、
日
々
、
世
界
の
知
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ

ー
と
し
て
知
的
基
盤
社
会
を
先
導
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
に
挑
戦

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
本
学
は
、
あ
ら
ゆ

る
面
で
「
開
か
れ
た
大
学
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
従
来
の
観

念
に
捉
わ
れ
な
い
「
柔
軟
な
教
育
研
究
組
織
」
と
次
代
の
求
め
る

「
新
し
い
大
学
の
仕
組
み
」を
率
先
し
て
実
現
す
る
こ
と
を
基
本
理

念
と
し
て
創
立
さ
れ
、
文
字
ど
お
り
、
こ
れ
ま
で
我
が
国
に
お
け

る
大
学
改
革
を
先
導
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
時
間
は
か
か

り
ま
し
た
が
、
改
革
を
続
け
て
き
た
数
多
く
の
シ
ス
テ
ム
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
他
の
大
学
に
も
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。

私
事
で
す
が
、
こ
の
た
び
の
学
長
選
考
に
お
い
て
次
期
学
長
を

託
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
を
取
り
巻
く
状
況
は
年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
ま
た
我
々
は
こ
れ
ま
で
の
先
人
た
ち
が

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
課
題
を
抱
え
た
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

直
面
す
る
困
難
な
課
題
、
予
測
困
難
な
事
象
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

時
代
に
対
応
し
、
未
来
へ
の
活
路
を
切
り
拓
く
原
動
力
と
な
る
の

は
知
の
創
造
と
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
で
あ
り
、
こ
れ
ら
こ
そ

今
ま
さ
に
大
学
に
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
学
長
選
に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
施
策
と
い
う

よ
り
も
む
し
ろ
そ
れ
を
支
え
る
哲
学
、
あ
る
い
は
基
本
理
念
と
い

う
こ
と
を
専
ら
訴
え
て
き
ま
し
た
。
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
学

問
の
自
由
」
と
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
こ
の
２
つ
で
す
。

学
問
は
人
類
の
知
的
財
産
を
創
造
し
、
蓄
積
し
、
活
用
さ
せ
ま

す
。
大
学
は
学
問
を
行
う
場
所
で
す
。
高
い
専
門
性
を
付
与
で
き

る
教
育
の
た
め
に
も
高
い
研
究
力
が
必
要
で
す
。
研
究
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
研
究
者
個
々
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
と
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
で
あ
り
、
大
学
の
役
目
は
そ
れ
ら
が
発

揮
さ
れ
る
環
境
を
揃
え
る
こ
と
で
す
。
研
究
者
は
、
自
由
な
発
想

に
基
づ
い
た
真
摯
で
公
平
な
最
善
の
努
力
に
務
め
、
最
初
の
、
あ

る
い
は
唯
一
つ
の
発
見
や
創
造
に
向
か
っ
て
邁
進
す
べ
き
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
大
学
は
そ
の
よ
う
な
研
究
者
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
価
値
観
が
多
様
化
し
、
混
乱
す
る
社
会
に

お
い
て
は
、
高
い
専
門
力
だ
け
で
は
な
く
、
職
業
生
活
を
含
め
た

社
会
的
自
立
に
必
要
な
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
教
育
方
法
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
敢
え
て
ビ
ジ
ネ
ス
用
語
を
用
い
れ
ば
、
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
と
い
う
概
念
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
言
い
換

え
れ
ば
、
予
測
困
難
な
時
代
を
よ
り
良
く
生
き
る
た
め
の
人
間
像
、

よ
り
良
い
社
会
の
形
成
の
た
め
の
社
会
像
、
お
よ
び
そ
れ
ら
を
実

現
し
、
維
持
し
、
向
上
さ
せ
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
基
礎
能
力
、

す
な
わ
ち
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
涵
養
す
る
教
育
シ
ス
テ
ム
を
充
実

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
秋
口
に
は
、
海
外
の
卓
越
し
た
大
学
と
の
連
携
や
大
学

改
革
に
よ
り
、
徹
底
し
た
国
際
化
を
進
め
る
世
界
レ
ベ
ル
の
教
育

研
究
を
行
う
13
の
ト
ッ
プ
大
学
の
一
つ
と
し
て
、
筑
波
大
学
は
ス

ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
と
し
て
の
支
援
を
国
か
ら
受
け
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中
の
中
心
的
な
取
組
み
は
、C

a
m
p
u
s

in
C
a
m
p
u
s

と
い
う
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
運
用
で
す
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
で
は
、
本
学
の
学
生
は
本
学
を
キ
ャ
ン
パ
ス
と
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
パ
ー
ト
ナ
ー
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
本
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
よ
う
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
大
学
の
学

生
に
つ
い
て
も
そ
の
逆
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
大
学

の
授
業
科
目
が
本
学
の
科
目
便
覧
に
掲
載
さ
れ
、
本
学
の
授
業
科

目
が
パ
ー
ト
ナ
ー
大
学
の
科
目
便
覧
に
掲
載
さ
れ
ま
す
か
ら
、
学

生
は
あ
た
か
も
自
身
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
相
手
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に

ま
で
拡
張
し
た
感
覚
に
な
り
ま
す
。
研
究
推
進
の
観
点
か
ら
も
同

様
な
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
本
学
の
研
究
室
が
パ
ー
ト
ナ
ー
大
学

で
運
営
さ
れ
た
り
、
本
学
の
教
職
員
が
パ
ー
ト
ナ
ー
大
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
働
く
と
い
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
ま
す
。
教
職
員
の
雇
用

に
つ
い
て
も
両
方
の
大
学
か
ら
雇
用
費
を
支
出
す
る
こ
と
も
で
き
、

実
際
、
す
で
に
そ
う
い
っ
た
教
員
も
出
現
し
て
い
ま
す
。
申
請
書

に
は
、
こ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
と
書
き
込
み
ま
し
た
が
、
考
え
方

の
基
本
は
「
国
境
や
機
関
の
壁
を
越
え
て
、
す
べ
て
の
学
生
・
教

員
・
職
員
に
武
者
修
行
に
挑
戦
し
て
欲
し
い
、
そ
の
た
め
に
世
界

中
の
資
源
を
積
極
的
に
活
用
し
た
教
育
研
究
を
実
施
し
た
い
」、と

い
う
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
ト
ラ
ン
ス
ボ
ー
ダ
ー
な
教
育
研
究

が
日
常
化
し
た
ト
ラ
ン
ス
ボ
ー
ダ
ー
大
学
に
向
か
っ
て
進
ん
で
行

こ
う
と
い
う
宣
言
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
142
年
前
に
開
学

し
た
師
範
学
校
か
ら
の
歴
史
に
も
、
ト
ラ
ン
ス
ボ
ー
ダ
ー
大
学
に

至
る
基
本
的
な
精
神
は
顕
然
と
し
て
い
ま
し
た
。

筑
波
大
学
は
今
伸
び
盛
り
で
す
。
本
学
の
今
後
の
発
展
と
挑
戦

に
は
、
教
職
員
、
学
生
は
も
と
よ
り
、
本
学
お
よ
び
そ
の
礎
を
築

か
れ
た
前
身
校
で
働
か
れ
、
あ
る
い
は
学
ば
れ
た
方
々
と
の
協
働

が
重
要
で
す
。
２
年
前
に
は
在
学
生
や
教
職
員
ら
も
含
め
て
本
学

関
係
者
と
大
学
と
の
交
流
を
促
進
し
、
相
互
支
援
、
情
報
の
共
有

化
を
図
る
た
め
の
交
流
の
場
と
し
て
「
筑
波
大
学
校
友
会
」
を
結

成
し
ま
し
た
。
私
の
知
る
限
り
、
こ
れ
ま
で
縦
の
繋
が
り
と
し
て

12
の
同
窓
会
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
横
の
つ
な

が
り
を
広
げ
、
横
断
的
か
つ
機
能
的
な
交
流
の
推
進
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
年
も
、「
学
生
の
視
点
」、「
グ
ロ
ー
バ
ル
の
視
点
」、「
未
来
の

視
点
」
か
ら
世
界
を
先
導
す
る
大
学
と
し
て
、
全
力
を
尽
く
し
て

参
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

筑波大学長

年
頭
挨
拶
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西 川 潔
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一般社団法人 茗渓会 理事

筑波大学数理
物質系教授
化学専攻長
研究基盤
総合センター長

新 井 達 郎
(昭和56年博士課程化学研究科修了)

TEL 029-853-4315
arai＠chem.tsukuba.ac.jp

一般社団法人 茗渓会 理事

鵜
う

沢
ざわ

力
つとむ

(昭和63年卒筑波大学社会学類)

三井住友銀行 名古屋ローン推進部長

tmuzawa＠i.softbank.jp

一般社団法人 茗渓会 理事

大 勝 信 明
(昭和26年卒文四)

墨林書道院特別顧問
東京親鸞会 副会長

一般社団法人 茗渓会 理事

川 田 孝 一
(昭和39年卒教大総農科)

194-0045町田市南成瀬5-29-6
TEL 042-728-5428

連絡先 桜美林大学入試広報センター 相談役
TEL 042-797-6196

一般社団法人 茗渓会 理事
株式会社 ユーハイム

代表取締役
社長 河 本 武

(昭和37年卒体育学部健康学

125-0042東京都葛飾区

谷区神宮前6-2-9

一般社団法人 茗渓会 理事

神 林 喬
(昭和40年教大教育学科卒)

225-0023横浜市青葉区大場町360-51

一般社団法人 茗渓会 理事

筑波大学
生命環境系教授
教育企画室長

佐 藤 忍
(昭和60年筑波大博士課程生物)

TEL 029-853-4672
email:satoh.shinobu.ga＠u.tsukuba.ac.jp

一般社団法人 茗渓会 理事
茗溪学園中学校高等学校

校 長 柴 田 淳
昭和52年教体卒
昭和56年筑修体

305-8502つくば市稲荷前1-1
TEL 029-851-6611

一般社団法人 茗渓会 理事

茗溪学園
理事長 西 野 虎之介

(昭和28年卒教大農経科)

(自宅) 312-0062茨城県ひたちなか市高場92
TEL 029-285-7786

一般社団法人 茗渓会 理事
福岡経営労務事務所

所長
社会保険労務士 福 岡 一 雄

(昭和32年卒教大法政)

浜市青葉区しらとり台14-7
T金町3-27-3

TEL 047-361-2618FAX 047-361-2643

一般社団法人 茗渓会 理事
筑波大学キャリア支援室長

教 授 守 屋 正 彦
昭和51年教大芸卒
昭和53年教大院修美

305-0005つくば市天久保4-5-4
TEL 0298-50-3901

飯塚公認会計士･税理士事務所

公認会計士･
税理士 飯 塚 良 成

（茗渓会監事)

（事務所）
227-0054横

区上高田1-31-4

一般社団法

EL 045-988-0846FAX 045-988-0847
mail:nqf46967＠nifty.com

学校法人 茗溪学園 理事

大 藪 元 史

164-0002東京都中野

0-0911茨城県水戸市見和1

人 茗渓会 理事

五 味 田 優
(昭和47年卒教大文学部国語学国文学)

31
EL 029-221-9603

一

-377-16
T

会
団法人般社

渓茗

年もよ今
します

ろしく
お願いいた
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一般財団法人 筑波学都資金財団

理事長 田 中 正 造 昭和36年卒
教大・健

305-0005つくば市天久保1-13-5
TEL 029-851-5152

一般財団法人筑波学都資金財団 理事
筑波大学学生宿舎管理事務所

所 長 武 井 秀 一
(昭和51年卒教大化学科)

305-0005茨城県つくば市天久保二丁目1-1
平砂管理事務室

TEL 029-858-0131

奈良茗渓会

会 長 藤 善 尚 憲
昭和31年卒教大体
昭和33年卒教大教

632-0094奈良県天理市前栽町310-2
TEL・FAX 0743-63-0339

大阪茗渓会

会 長 松本 秀範 昭和53年
修士林卒

森ノ宮医療大学 広報室参事・特認教授
559-8611大阪市住之江区南港北1-26-16

理事長 岡村多加志 昭和55年
筑一群自然卒

大阪府立久米田高等学校 校長
596-0802大阪府岸和田市額原町1100

京都茗渓会

会 長 塩 見 均
(昭和47年卒東京教育大学数学科)

(会長連絡先)
612-0004京都市伏見区深草西川原町36-1

コトーハイツ伏見稲荷A-127

事務局長 川 合 英 之
(昭和56年卒筑波大学体育専門学群)

神奈川茗渓会

会 長 清 水 進 一 昭和43年卒
教大数

事務局長 矢 野 正 人 昭和53年卒
修院農

(会長自宅)
254-0075神奈川県平塚市中原1-25-24

TEL 0463-31-3350

一般社団法人 茗渓会 代議員
東京都茗渓会 幹事

中 村 穎 司
(昭和35年卒文学部国文科)

343-0825越谷市大成町2-331-1
TEL 048-988-0338

神奈川県教育委員会教育局指導部長 大畑多津雄 (昭和52年卒教大数学)

神奈川県立体育センター事業部長 大石 進 (昭和56年卒筑大体育)

神奈川県立相模原中等教育学校校長 加賀 大学 (昭和51年卒教大日史)

神奈川県立吉田島総合高等学校校長 掛原 豊 (昭和54年卒筑大第二農林)

神奈川県立座間総合高等学校校長 加藤 充洋 (昭和56年卒筑大第一社会)

神奈川県立松陽高等学校校長 佐藤 到 (昭和57年卒筑大第三社会工)

神奈川県立相模原青陵高等学校校長 佐藤 教道 (昭和56年卒筑大第一人文)

神奈川県立舞岡高等学校校長 瀬木 明 (昭和52年卒教大応数)

神奈川県立百合丘高等学校校長 玉井 正史 (昭和56年卒筑大第一人文)

神奈川県立金井高等学校校長 林 忠 (昭和58年卒筑大第一自然)

神奈川県立山北高等学校校長 三橋 史朗 (昭和54年卒筑大第一自然)

神奈川茗渓会有志一同

千葉県立幕張総合高等学校 校長 大久保利宏 (昭52年卒教大健)

千葉県立匝瑳高等学校 校長 布留川 厚 (昭52年卒教大物)

千葉県立柏井高等学校 校長 内藤 秀子 (昭53年卒筑体)

千葉県立土気高等学校 校長 網代 伸 (昭53年卒筑体)

千葉県立沼南高等学校 校長 蛯名 一則 (昭53年卒筑体)

千葉県立大網高等学校 校長 根本 進 (昭54年卒筑二農)

千葉県立成東高等学校 校長 猿渡 末治 (昭55年卒筑一自)

千葉県立鎌ヶ谷西高等学校 校長 畑 順子 (昭54年卒筑芸)

千葉県立若松高等学校 校長 佐藤 宰 (昭57年卒筑二人間)

千葉県立勝浦若潮高等学校 校長 石塚 和美 (昭57年卒筑二比文)

千葉県立稲毛高等学校・附属中学校 校長 山本 昭裕 (昭55年卒筑体)

習志野市立習志野高等学校 校長 由利 聡 (昭55年卒筑体)

銚子市立銚子高等学校 校長 長谷川 茂 (昭55年卒筑一自)

船橋市立船橋高等学校 校長 山﨑 成夫 (昭56年卒筑体)

茗渓会千葉支部(公立高等学校校長)

茗渓会千葉支部

支部長

(昭和38年卒教大東洋史)

286-0021千葉県成田市土屋892-79
TEL 0476-24-4425

茗渓会筑波大学支部

支部長 森 嶋 厚 行
(平成10年筑大院・博士課程修了)

支部役員・会員一同

（事務局） 305-8577つくば市天王台1-1-1
茗渓会筑波事務所内
TEL 029-850-1044

一般財団法人 筑波学都資金財団

副理事長 鶴巻 勝夫 昭和35年卒
教大・数

常務理事 髙野大二郎 昭和40年卒
教大・体

305-0005つくば市天久保1-13-5
TEL 029-851-5253
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

茗
渓
会
会
員
五
万
余
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
し
い
希
望
の
新
年
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
慶
賀
の
至
り
に
存
じ
ま
す
。

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

私
ど
も
の
茗
渓
会
は
、
一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
て
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
も
、
母
校
・
筑
波
大
学
と
し
て
の
性
格
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
鮮
明
に
さ
せ
る
方
向
で
公
益
事
業
や
共
益
事
業
並
び
に
広
報
事

業
を
推
進
し
、
一
段
の
充
実
を
図
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

母
校
・
筑
波
大
学
は
、
前
身
諸
学
校
の
百
年
を
越
え
る
長
い
伝

統
に
裏
打
ち
さ
れ
な
が
ら
、〞
開
か
れ
た
大
学
〝
と
し
て
の
新
構
想

の
も
と
で
、
既
に
四
十
一
年
の
充
実
し
た
年
月
を
経
過
し
ま
し
た
。

い
ま
大
学
は
、
前
進
す
る
新
た
な
姿
と
し
て
、「
新
構
想
大
学
」

か
ら
「
未
来
構
想
大
学
」
と
し
て
の
更
な
る
挑
戦
を
重
ね
て
い
る

と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
永
田
恭
介
学
長
は
、「
地
球
規
模
で
の

課
題
の
解
決
に
向
け
た
知
の
創
造
と
こ
れ
を
牽
引
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、
教
育
・
研
究
活
動

の
推
進
に
全
力
を
尽
く
す
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
九
月
筑
波
大
学
は
、
文
部
科
学
省
の
ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
対
象
大
学
と
し
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ
100
を
目
指
す
力
の
あ
る
筑
波
大

学
を
含
め
た
十
三
大
学
を
支
援
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

私
た
ち
同
窓
の
者
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
動
き
に
対
す
る
期
待
と

同
時
に
、
出
来
る
限
り
の
支
援
を
し
て
参
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
私
た
ち
自
身
が
推
進
し

て
お
り
ま
す
「
茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
、
手
堅
く
継
続

し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
、
一
層
痛
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、当
会
と
し
て
の
課
題
の
第
一
点
と
し
て
、財
政
状
況
及
び

諸
事
業
等
の
増
収
と
節
減
を
実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
二
点
は
、
地
域
組
織
等
と
の
連
携
を
、
い
ま
ま
で
以
上
に
緊

密
に
し
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
会
員
の
掘
り
起
こ
し
、

会
費
納
入
の
促
進
等
の
諸
問
題
の
解
決
を
図
り
、
改
め
て
同
窓
会

の
公
益
、
共
益
事
業
等
の
充
実
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

存
じ
ま
す
。

理
事
・
監
事
を
は
じ
め
、
全
国
の
代
議
員
や
各
組
織
（
会
長
）

の
皆
さ
ま
を
始
め
、
す
べ
て
の
会
員
の
皆
さ
ま
、
関
係
す
る
皆
さ

ま
の
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
法
人
の
ト
ッ
プ
と
し
て
茗
渓
会
を
導
い
て
お
ら
れ
る

江
田
理
事
長
か
ら
は
、
本
会
が
展
開
し
て
い
る
現
在
の
主

な
事
業
等
に
つ
い
て
お
話
し
て
く
だ
さ
い
。

（
江
田
理
事
長
）

茗
渓
会
は
、
会
員
相
互
の
絆
を
深
め
、
お
互
い
の
協
力
や
向
上

を
目
指
す
諸
々
の
取
り
組
み
や
母
校
の
学
生（
大
学
院
生
を
含
む
）

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
な
ど
を
助
成
・
支
援
す
る
事
業
は
、
次
の
三

つ
の
柱
を
軸
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

一

同
窓
会
と
し
て
の
互
助
事
業
の
充
実

二

公
益
目
的
事
業
の
充
実

三

大
学
へ
の
支
援
の
充
実

①

円
滑
な
事
業
展
開
を
め
ざ
し
て

会
費
制
度
の
改
正
、
各
地
域
組
織
等
の
活
性
化
の
た
め
の
活

動
支
援
の
改
善
や
、
世
代
を
繋
ぐ
事
業
と
し
て
「
茗
渓
フ
ェ
ロ

ー
」
の
創
設
等
を
図
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

②

季
刊
誌
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、

広
報
活
動
の
推
進

季
刊
誌
の
表
紙
も
、
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
に
し
て
年
４
回
の
発

行
、
特
集
を
組
ん
だ
り
、
各
地
域
組
織
の
活
動
や
母
校
の
様
子

な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
会
員
と

の
交
流
を
図
る
た
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い

ま
す
。

③

地
域
組
織
等
へ
の
支
援
強
化

会
費
納
入
に
関
す
る
還
元
等
の
改
善
に
よ
っ
て
、
各
地
域
組

織
等
の
強
化
や
自
主
活
動
に
供
す
る
よ
う
に
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
各
地
域
組
織
等
が
主
催
す
る
公
益
的
な
公
開
講
座

等
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

④

公
開
講
座
等
の
公
益
・
共
益
事
業
の
推
進

公
益
事
業
と
し
て
、
公
開
講
座
を
、
東
京
地
区
と
つ
く
ば
地

区
に
お
い
て
、
年
４
回
程
度
を
継
続
し
て
開
催
し
、
ま
た
、
顕

著
な
社
会
貢
献
活
動
等
に
係
る
顕
彰
事
業
は
、
一
般
社
会
人
や

筑
波
大
学
院
生
と
芸
術
専
門
学
群
の
学
生
・
大
学
院
生
に
「
茗

渓
会
賞
」
を
差
し
あ
げ
て
い
ま
す
。

共
益
事
業
の
一
つ
と
し
て
〞
追
悼
の
つ
ど
い
〝
を
毎
年
秋
に

行
っ
て
い
ま
す
。

⑤

母
校
へ
の
支
援
事
業

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
や
茗
渓
・
筑
波
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ

一般社団法人 茗渓会

理事長

年
頭
挨
拶

新
し
い
年
を
迎
え
て



ィ
バ
ル
等
へ
の
助
成
、
学
生
活
動
支
援
事
業
、
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
支
援
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑥

茗
渓
会
筑
波
事
務
所
の
事
務
機
能
の
刷
新
・
充
実

茗
渓
会
の
現
在
の
会
員
構
成
と
し
て
は
、
筑
波
大
学
出
身
者

が
過
半
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
筑
波
事

務
所
の
事
務
機
能
の
刷
新
・
充
実
を
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
江
田
理
事
長
と
し
て
茗
渓
会
の
新
た
な
飛
躍
を

目
指
し
た
抱
負
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

①

各
地
域
組
織
等
の
体
力
を
増
大
さ
せ
、
地
域
組
織
等
の
会
員

の
優
れ
た
知
見
を
も
と
に
、
講
演
会
・
研
修
会
な
ど
の
交
流
の

機
会
を
計
画
し
て
、
会
員
の
み
な
ら
ず
、
広
く
地
域
へ
の
貢
献

活
動
を
可
能
に
す
る
こ
と
や
近
接
地
域
組
織
等
の
交
流
や
合
同

企
画
な
ど
を
推
進
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

②

各
都
道
府
県
出
身
の
在
学
生
と
各
地
域
組
織
等
が
連
携
し
た

県
人
会
を
計
画
で
き
な
い
か
。

③

海
外
諸
国
で
は
、
多
数
の
同
窓
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
仕
事

等
の
関
係
で
海
外
在
住
が
久
し
い
方
が
た
や
留
学
を
終
え
た
方

が
た
が
、
情
報
交
換
を
柱
と
し
た
〞
茗
渓
の
つ
ど
い
〝
を
設
け

る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
部
の
地
域
で
は
す
で
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

④

先
達
が
、
茗
渓
創
基
百
年
を
記
念
し
て
、
茗
溪
学
園
を
創
設

し
ま
し
た
。
い
ま
、
筑
波
大
学
が
存
在
す
る
筑
波
の
地
に
同
窓

会
館
の
建
設
の
槌
音
が
聞
け
る
日
の
来
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

⑤

永
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
附
属
学
校
と
の
交
流
推
進
を
図
っ

て
参
り
た
い
。

⑥

新
法
人
発
足
以
来
、
諸
課
題
の
解
決
を
は
か
る
べ
く
日
夜
努

力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。「
茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
ゴ

ー
・
５
・
Ｇ
Ｏ
作
戦
）」
活
動
に
対
し
、
全
国
の
会
員
の
皆
様
に

は
多
大
な
ご
協
力
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
心
か
ら

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
三
月
、
茗
渓
会
館
の
事
業
を
委
託
し
て
い
た

業
者
が
急
遽
解
散
す
る
事
態
が
起
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
も
ご

心
配
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

現
在
、
総
力
を
あ
げ
て
そ
の
解
決
の
た
め
に
、
鋭
意
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

西
川

潔
副
理
事
長
は
大
学
と
茗
渓
会
を
繋
ぐ
上
で
大

き
な
活
躍
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

大
学
と
同
窓
会
の
両
方
を
よ
く
知
っ
て
い
る
お
立
場
か

ら
、
母
校
の
現
況
や
同
窓
会
と
し
て
の
茗
渓
会
の
在
り
方

に
つ
い
て
お
話
し
て
く
だ
さ
い
。

（
西
川
副
理
事
長
）

①

総
合
大
学
と
し
て

筑
波
大
学
の
初
期
か
ら
教
員
と
し
て
今
日
ま
で
関
わ
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
か
ら
、
客
観
視
は
難
し
い
で
す
ね
。
東
京
教
育
大

学
で
大
学
院
ま
で
終
わ
っ
て
か
ら
、
現
在
も
教
員
（
特
命
）
を

し
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
私
く
ら
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
が
感
じ
て
い
た
教
育
大
の
カ
ラ
ー
で
あ
る
〞
教
員
の
教
育
熱

心
さ
や
学
生
の
ま
じ
め
さ
〝
は
い
ま
で
も
残
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
が
、
大
学
自
体
の
在
り
方
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

い
ま
で
は
、
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ
う
な
積
極
性
が
求
め
ら

れ
、
総
合
大
学
と
し
て
世
界
と
競
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

教
員
に
は
、
厳
し
い
時
代
だ
と
思
い
ま
す
、
学
生
は
こ
こ
十
年

で
留
学
、
奨
学
金
、
就
職
、
健
康
管
理
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
手
厚

い
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

国
立
大
学
法
人
化
を
め
ぐ
っ
て
）

四
十
年
近
い
教
員
生
活
で
、
大
学
が
変
わ
っ
た
節
目
は
２
０

０
４
年
の
法
人
化
で
す
。
特
に
、
法
人
化
以
降
、
自
主
裁
量
の

拡
大
を
期
待
し
ま
し
た
が
、
そ
う
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
研

究
費
や
場
合
に
よ
っ
て
は
教
育
費
も
競
争
的
に
と
ら
な
く
て
は

な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

ご
存
知
の
よ
う
に
人
員
や
予
算
は
年
を
追
う
ご
と
に
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
社
会
の
要
請
も
あ
っ
て
の
こ
と
で

す
が
、
一
部
教
員
へ
の
過
重
負
担
、
長
期
的
展
望
の
難
し
さ
、

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
増
加
等
々
、
私
も
含
め
て
ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
職
人
的
な
芸
術
系
の
教
員
に
は
厳
し
い
も
の
で
す
。

た
だ
、
そ
の
頃
か
ら
国
際
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
は
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
外
国
の
教
員
と

話
す
機
会
も
増
え
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
研
究
費
獲
得
や
教
育

予
算
が
話
題
に
な
る
と
、
驚
く
ほ
ど
似
た
状
況
に
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
、
国
際
的
競
争
も
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
時
期
に
来
て

い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
筑
波
大
学
は
先
導
的
に
頑
張
っ
て

き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
大
学
の
国
際
化
は
こ

こ
に
来
て
急
速
に
実
現
し
つ
つ
あ
り
ま
す
し
、
特
に
理
系
大
学

と
し
て
の
ス
テ
イ
タ
ス
は
、
大
き
く
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

②

茗
渓
会
の
更
な
る
発
展
に
向
け
て

私
は
、
副
学
長
の
と
き
か
ら
茗
渓
会
担
当
に
な
り
、
本
会
の

学
生
支
援
な
ど
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
行
事
に
は
出
来
る
だ

け
出
席
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
同
窓
会
は
大
学
や
学
生
を
支
援
す
る
使
命
を
担

っ
て
お
り
、
茗
渓
会
は
そ
れ
を
恒
常
的
に
果
た
し
て
き
た
と
思

い
ま
す
。
江
田
理
事
長
が
進
め
る
「
茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
は
、
そ
れ
を
維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
で
す
。

今
後
、
必
要
な
こ
と
は
、「
同
窓
会
が
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
」、
ま
た
、「
同
窓
会
し
か
出
来
な
い
こ
と
」
を
精
査
し
、
少

人
数
で
機
動
的
に
動
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
抜
本
的
に
考
え
直
す
時
期
が
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
過
去
を
誤
っ
て
い
た
と
見
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
先
輩
へ
の
感
謝
の
念
に
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。そ

れ
に
し
て
も
、
各
地
域
組
織
等
の
総
会
な
ど
に
出
席
し
ま

す
と
、
高
齢
の
会
員
な
ど
の
大
学
に
寄
せ
る
思
い
の
強
さ
に
し

ば
し
ば
頭
が
下
が
り
ま
す
。
茗
渓
会
の
知
名
度
と
積
み
上
げ
て

き
た
功
績
は
揺
る
ぎ
が
た
く
、
そ
の
名
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め

に
も
、
新
し
い
時
代
に
相
応
し
い
、
こ
れ
か
ら
の
在
り
方
を
、

会
員
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
真
摯
に
考
え
る
時
期
が
来
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
私
が
選
考
委
員
長
を
務
め
る
顕
彰
事
業
等
の

展
開
は
、
そ
の
一
つ
の
表
れ
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

副理事長

― ―7



井
口
副
理
事
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
豊
か
な
企
業
経
験
を

生
か
し
て
茗
渓
会
運
営
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

現
代
社
会
に
お
け
る
企
業
の
役
割
や
企
業
か
ら
み
た
教

育
界
へ
の
期
待
な
ど
に
つ
い
て
専
門
の
お
立
場
か
ら
お
話

し
て
く
だ
さ
い
。

（
井
口
副
理
事
長
）

①

企
業
で
求
め
ら
れ
る
人
材
や
そ
の
能
力
に
つ
い
て

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
企
業
は
、
自
国
内
の
事
情

だ
け
に
従
っ
て
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
て
は
存
続
す
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
。
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
は
、
人
・
物
・

金
が
国
境
と
は
関
係
な
く
移
動
し
、
最
も
効
率
の
良
い
と
こ
ろ

に
集
中
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
情
報
が
瞬
時
に
世
界
を
か
け
め

ぐ
り
人
・
物
・
金
の
移
動
を
支
配
し
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
ほ
か
に
、
少

子
化
に
よ
る
人
口
減
と
高
齢
化
が
企
業
に
対
応
を
せ
ま
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
は
、
企
業
で
働
く
人
に
次
の
よ
う

な
能
力
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ア

世
界
の
経
済
・
社
会
・
政
治
・
安
全
・
文
化
等
に
顕
わ
れ

る
変
化
の
き
ざ
し
や
、
実
際
の
変
化
を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ
し

て
す
ば
や
く
し
か
も
鋭
く
対
応
す
る
観
察
力
と
行
動
力

イ

日
本
人
と
の
間
で
も
外
国
人
と
の
間
で
も
、
自
分
の
考
え

を
き
ち
ん
と
述
べ
、
相
手
の
考
え
を
素
直
に
聞
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

ウ

ど
ん
な
こ
と
に
対
し
て
も
、
先
入
観
を
持
た
ず
に
興
味
を

持
っ
て
直
接
あ
た
る
包
容
力

エ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
日
本
語
力
、

外
国
語
力

こ
の
こ
と
は
、
単
に
外
国
語
が
出
来
る
人
材
を
育
て
れ
ば
良

い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
地
球
規
模
で
物
を
考
え
、
行
動
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

日
本
の
歴
史
、
文
化
、
伝
統
等
を
十
分
に
識
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

②

企
業
の
役
割
に
つ
い
て

主
な
企
業
の
役
割
は
、
次
の
通
り
で
す
。

ア

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
し
、
提
供
し
て
人
に
利
便
を
も

た
ら
す
。

イ

ア
の
実
現
の
た
め
に
人
々
を
雇
用
し
、
生
活
の
糧
を
も
た

ら
す
。

ウ

ア
を
実
現
し
、
利
益
を
あ
げ
、
そ
の
利
益
を
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
に
分
配
す
る
。

こ
の
役
割
を
き
ち
ん
と
果
た
す
企
業
が
、
優
良
企
業
で
す
。

ま
た
、
こ
の
役
割
を
果
た
す
か
ら
こ
そ
企
業
は
社
会
に
と
っ

て
必
要
な
の
で
す
。

企
業
が
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
を
き
ち
ん
と
果

た
す
こ
と
が
、
社
会
へ
の
最
大
の
貢
献
で
す
が
、
最
近
は
、

こ
れ
に
加
え
て
次
の
よ
う
な
役
割
も
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

エ

優
良
な
市
民
と
し
て
不
祥
事
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
は
当
然

と
し
て
、
環
境
や
地
域
社
会
に
十
分
配
慮
し
た
事
業
活
動
を

行
う
。

オ

文
化
や
芸
術
等
の
維
持
・
発
展
に
貢
献
す
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
の
要
請
に
応
じ
て
、
多
く
の
企
業
が
事

業
活
動
・
決
算
等
の
報
告
に
加
え
て
環
境
レ
ポ
ー
ト
Ｃ
Ｓ
Ｒ

（C
o
rp
o
ra
te S

o
cia
l R
esp

o
n
sib
ility

）
レ
ポ
ー
ト
等
を
発

表
し
て
い
ま
す
。

③

教
育
界
へ
の
期
待

業
種
や
規
模
に
か
か
わ
り
な
く
、
企
業
は
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

（
競
争
）
の
中
で
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
地
球
規
模
で
物
を

考
え
、
行
動
す
る
能
力
を
持
っ
た
人
材
を
、
教
育
界
と
し
て
は

育
成
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

④

企
業
で
働
く
同
窓
生
に
対
す
る
茗
渓
会
の
役
割

同
窓
生
は
様
ざ
ま
の
異
な
る
企
業
や
組
織
で
働
い
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
同
窓
生
が
何
人
か
集
ま
れ
ば
自
ず
か
ら
異
業
種
交
流

の
場
と
な
り
ま
す
。

異
業
種
交
流
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
価
値
観
が
異
な
り
、
役
職

が
異
な
り
、
喜
び
・
悩
み
等
が
異
な
る
者
が
語
り
合
い
、
意
見

を
交
わ
す
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
野
を
広
げ
、
能
力
を

高
め
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
で
す
。

そ
の
よ
う
な
場
を
容
易
に
作
れ
る
の
は
同
窓
会
で
す
。

茗
渓
会
の
各
地
域
組
織
等
が
、
意
識
し
て
そ
の
よ
う
な
場
を

作
れ
ば
、
同
窓
生
に
活
力
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

私
の
友
人
が
卒
業
し
た
大
学
の
同
窓
生
の
強
さ
は
、同
窓
会

が
そ
の
よ
う
な
場
を
作
り
、
頻
繁
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
寄

与
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。）

勿
論
、
同
窓
生
が
そ
の
場
に
臨
む
意
欲
と
行
動
力
を
持
つ
必

要
が
あ
り
ま
す
。

⑤

企
業
を
め
ざ
す
学
生
に
対
し
て
茗
渓
会
は
何
が
で
き
る
か

「
東
大
、
早
大
、
慶
大
卒
業
生
で
十
分
、
間
に
合
っ
て
い
る
。

教
育
大
卒
業
生
は
い
ら
な
い
」
と
、
某
会
社
を
訪
問
し
た
と
き

に
言
わ
れ
、
受
験
の
機
会
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
今

も
私
の
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。

い
ま
の
筑
波
大
学
の
卒
業
生
が
、
こ
の
よ
う
な
ひ
ど
い
目
に

合
う
こ
と
は
皆
無
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
他
大
学
に
比
べ
、
企
業
で
働
く
卒
業
生
と
の
絶
対

数
は
少
な
い
と
言
え
ま
す
。

従
っ
て
、
就
職
活
動
に
お
い
て
企
業
を
個
別
に
訪
問
し
て
、

生
の
情
報
を
集
め
る
範
囲
等
に
は
、
自
ず
か
ら
限
度
が
あ
り
ま

す
。企

業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報
を
集
め
る
こ
と
は
出
来
る

が
、
そ
の
情
報
に
人
の
温
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

企
業
の
経
営
者
の
話
は
、
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
就

職
活
動
に
は
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
企
業

で
働
く
入
社
五
年
か
ら
十
年
目
の
社
員
を
茗
渓
会
が
招
き
、
企

業
へ
の
就
職
を
望
む
学
生
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
こ
と

は
大
い
に
役
立
つ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

副理事長
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特 集 教育学者 清水一彦さんと考える

日本の教育《第2回》

大学入学試験制度は

どう改革すべきか

【
世
界
の
多
く
の
国
が
大
学
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ア
ク
セ
ス
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
】

藤
田

き
ょ
う
は
、「
大
学
入
学
試
験
制
度
は
ど
う
改
革
す
べ
き

か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
テ
ー
マ
に
入
る
前
に
、
ま
ず
、「
戦
後
の
わ
が
国
の

大
学
進
学
率
が
伸
び
て
き
た
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
か
」、そ

し
て
「
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
わ
が
国
よ
り
も
大
学
進
学
率

の
高
い
国
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
ど
う
し
て
か
」
と
い

う
あ
た
り
か
ら
、
話
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
が
国
の
大
学
進
学
率
上
昇
の
背
景

清
水

わ
が
国
の
大
学
進
学
率
は
、
１
９
５
５
年

昭
和
30
年
）代

は
わ
ず
か
８
％
で
し
た
が
、
そ
の
後
１
９
７
５
年

昭
和
50
年
）

代
に
か
け
て
上
昇
を
続
け
27
％
に
達
し
ま
し
た
。
特
に
１
９
６

５
年
か
ら
１
９
７
５
年
に
か
け
て
の
伸
び
は
急
で
し
て
、
そ
の

背
景
に
は
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
と
い
わ
れ
た
経
済
成
長
や
団
塊

世
代
後
の
出
生
人
数
の
減
少
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
１
９
９
０
年

平
成
２
年
）ま
で
は
横
ば
い
が
続
き
ま

し
た
が
、
翌
年
か
ら
再
び
上
昇
に
転
じ
、
50
％
を
超
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

戦
後
の
わ
が
国
の
大
学
進
学
率
が
こ
の
よ
う
に
大
き
く
伸
び

た
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
、
わ
が
国
の
経
済

の
発
展
に
よ
り
人
材
を
確
保
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
、

ま
た
家
計
に
も
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、
子
ど
も
に
高
い
教
育
を
受

け
さ
せ
た
い
と
い
う
親
御
さ
ん
た
ち
の
願
い
が
高
ま
っ
て
き
た

と
い
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

藤田晃之氏
1988年 筑波大学第二学群人間学類卒業

1993年 筑波大学大学院博士課程教育学

研究科単位取得退学

1985年 博士（教育学）

・専門はキャリア教育学

・教育制度学会理事

・日本キャリア教育学会理事



世
界
の
大
学
進
学
率
上
昇
の
背
景

藤
田

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
調
査
を
見
ま
す
と
、
世
界
各
国
の
大
学
進
学

率
は
わ
が
国
の
進
学
率
以
上
に
高
い
数
字
を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

清
水

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
最
新
の
統
計
（
２
０
１

１
年
）
で
は
、
わ
が
国
の
大
学
進
学
率
は
52
％
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

諸
国
の
平
均
が
60
％
で
す
か
ら
、
わ
が
国
の
数
字
は
必
ず
し
も

高
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

そ
の
理
由
は
、
日
本
の
統
計
が
４
年
制
大
学
だ
け
の
も
の
で

あ
っ
て
短
期
大
学
や
専
門
学
校
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
に
、

こ
の
よ
う
な
数
字
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
わ
が
国
の
場
合
も

短
大
を
入
れ
る
と
55
％
、
専
門
学
校
を
入
れ
れ
ば
78
％
と
い
う

高
い
数
字
に
な
り
ま
す
。

近
年
、
大
学
進
学
率
は
国
力
を
示
す
指
標
の
一
つ
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
私
は
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
と
見

て
い
ま
す
。

現
に
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
高
等
教
育
を
ほ
と
ん

ど
無
償
で
受
け
ら
れ
る
国
で
あ
っ
て
も
、
大
学
進
学
率
は
わ
が

国
よ
り
も
低
い
数
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
国
で
は
、
職
業
教
育
の
体
系
が
き
ち
ん

と
確
立
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

た
だ
、
最
近
の
ア
ジ
ア
諸
国
も
、
戦
後
の
わ
が
国
が
そ
う
で

あ
っ
た
よ
う
に
、
経
済
成
長
と
と
も
に
大
学
進
学
率
が
上
昇
し
、

高
度
な
専
門
職
業
人
が
育
ち
、
国
の
発
展
を
支
え
て
き
た
と
い

う
歴
史
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
大
学
進
学
率
の
上
昇
と
経
済
成
長

と
の
関
係
は
き
ち
ん
と
押
さ
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
わ
が
国
で
は
、
大
学
進
学
率
の
上
昇
と
と
も
に
、
定

員
割
れ
の
大
学
が
続
出
す
る
と
い
う
新
た
な
問
題
が
起
こ
り
始

め
、
定
員
割
れ
の
大
学
は
４
割
に
も
達
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
原
因
は
少
子
化
に
あ
る
と
指
摘
す
る
人
も
い
ま
す
が
、

専
門
学
校
へ
の
進
学
率
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
併
せ
て
考
え

る
と
、
私
は
、
大
学
と
社
会
の
労
働
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

て
き
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
大
学
栄
え
て
国
滅
ぶ
」
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
産
業
構
造
の

変
化
や
技
術
革
新
等
に
対
応
し
な
が
ら
、
国
が
、
労
働
政
策
や

経
済
政
策
と
見
合
っ
た
高
等
教
育
政
策
を
考
え
て
い
く
こ
と
が

急
務
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
わ
が
国
の
大
学
入
試
制
度
は

ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か
】

藤
田

こ
こ
ま
で
、
わ
が
国
の
大
学
進
学
率
が
上
昇
し
て
き
た
背

景
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
統
計
に
表
れ
た
各
国
の
大
学
進
学
率
の
意
味

す
る
も
の
に
つ
い
て
見
て
き
ま
し
た
が
、
大
学
進
学
率
の
上
昇

の
背
景
に
は
入
試
シ
ス
テ
ム
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
戦
後
の
わ
が
国
の
大
学
進
学
率
が
８
％
の
時
代
か

ら
最
近
の
55
％
に
な
っ
て
く
る
ま
で
に
、
入
試
シ
ス
テ
ム
は
ど

の
よ
う
に
変
容
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
話
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

清
水

前
回
の
「
学
制
改
革
」
の
時
に
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
の
マ
ー
チ
ン
・
ト
ロ
ウ
は
、
大
学
進
学

率
が
15
％
ま
で
は「
エ
リ
ー
ト
段
階
」、
15
％
か
ら
50
％
ま
で
を

「
マ
ス
段
階
（
大
衆
化
）」、
そ
し
て
50
％
以
上
を
「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
ア
ク
セ
ス
段
階
」
と
い
う
３
段
階
の
モ
デ
ル
を
示
し
ま
し

た
。こ

の
「
ト
ロ
ウ
・
モ
デ
ル
」
を
大
学
入
試
と
の
関
係
で
み
る

と
、進

学
の
要
件

は
、

「
エ
リ
ー
ト
段
階
」
で
は
、
所
得
や
才
能
な
ど
の
制
約
を
受
け

る
。「
大
衆
段
階
」
で
は
一
定
の
制
度
化
さ
れ
た
資
格
が
必
要

に
な
る
。「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
段
階
」
で
は
個
人
の
選
択
意
思
で

開
放
的
な
も
の
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
生
の
選
抜
原
理

は
、

「
エ
リ
ー
ト
段
階
」
で
は
能
力
主
義
（
中
等
教
育
で
の
成
績
や

試
験
に
よ
る
選
抜
）、「
大
衆
段
階
」
で
は
能
力
主
義
に
加
え
て

個
人
の
教
育
機
会
の
均
等
化
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
段
階
」で
は
万

人
の
た
め
の
教
育
保
証
に
加
え
て
集
団
と
し
て
の
達
成
水
準
の

均
等
化
が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

藤
田

そ
う
し
ま
す
と
、
わ
が
国
の
戦
後
の
大
学
入
試
制
度
も
、

マ
ー
チ
ン
・
ト
ロ
ウ
の
モ
デ
ル
の
よ
う
に
《
エ
リ
ー
ト
段
階
↓

大
衆
段
階
↓
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
段
階
》
と
い
う
よ
う
に
変
容
し
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

清
水

い
い
え
、
わ
が
国
の
大
学
入
試
制
度
は
、「
ト
ロ
ウ
・
モ
デ

ル
」
の
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ

う
は
な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

わ
が
国
の
大
学
入
試
制
度
は
「
猫
の
目
改
革
」
と
揶
揄
さ
れ

て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。１

９
４
７
年

昭
和
22
年
）の
「
進
学
適
性
検
査
」
を
皮
切
り

に
、
１
９
６
３
年

昭
和
38
年
）の「
能
研
テ
ス
ト
」、
１
９
７
９

年

昭
和
54
年
）の
「
共
通
一
次
学
力
試
験
」
を
経
て
、
１
９
９

０
年

平
成
２
年
）の
「
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
」
に
至
る
ま

で
、
ほ
ぼ
10
年
間
隔
で
共
通
試
験
制
度
の
改
革
を
経
験
し
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、「
進
学
適
性
検
査
」
と
「
能
研
テ
ス
ト
」
は
、
大
学

で
の
利
用
が
積
極
的
で
な
か
っ
た
た
め
、
あ
ま
り
普
及
し
な
い

ま
ま
廃
止
に
な
り
、
国
立
大
学
の
入
試
制
度
で
改
革
が
強
く
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
Ⅰ
期
校
と
Ⅱ
期
校
の
問

題
で
し
た
。

当
時
、
国
立
大
学
は
Ⅰ
期
校
と
Ⅱ
期
校
の
２
つ
の
区
分
に
編

成
さ
れ
て
い
て
、
Ⅰ
期
校
は
３
月
の
上
旬
に
Ⅱ
期
校
は
３
月
の

下
旬
に
試
験
が
あ
り
、
受
験
の
チ
ャ
ン
ス
が
２
度
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
Ⅰ
期
校
と
Ⅱ
期
校
と
い
う
の
は
必
ず
し
も
序
列
を
意
図
し

た
編
成
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、「
Ⅱ
期
校
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
よ
う
に
、
期
別
の
大
学
群
が
序

列
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
弊
害
を
是
正
す
る
た
め
に
原

則
１
校
受
験
の
「
共
通
一
次
学
力
試
験
」
が
実
施
さ
れ
る
よ
う

清水一彦氏
1974年 東京教育大学教育学部教育学科

卒業

1980年 筑波大学教育学研究科博士課程

単位取得退学

1997年 博士（教育学）

・専門は教育制度学

・日本教育学会理事

・日本教育制度学会理事

(事務局長）
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阿
江

私
の
高
校
は
兵
庫
県
の
田
舎
の
学
校
で
し
た
の
で
あ
ま
り

受
験
勉
強
を
し
た
と
い
う
記
憶
は
な
い
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
当

時
も
「
４
当
５
落
」
と
い
う
言
葉
（
５
時
間
以
上
寝
て
い
て
は

合
格
で
き
な
い
と
い
う
受
験
競
争
を
象
徴
す
る
よ
う
な
言
葉
）

も
あ
り
ま
し
た
し
、
各
県
や
旺
文
社
が
行
う
模
擬
試
験
も
あ
り

ま
し
た
が
、
私
た
ち
は「
一
に
体
力
、
二
に
気
力
、
三
に
学
力
」

と
い
っ
て
、
教
科
書
と
学
校
で
用
意
し
て
く
れ
た
問
題
集
で
勉

強
す
る
く
ら
い
で
、
の
ん
び
り
や
っ
て
い
ま
し
た
。

私
も
卒
業
式
の
直
前
ま
で
運
動
部
の
練
習
に
明
け
暮
れ
て
い

ま
し
た
。

清
水

そ
れ
は
阿
江
先
生
が
優
秀
だ
っ
た
か
ら
で
す
よ
。（
笑
）

藤
田

当
時
の
高
校
生
が
す
べ
て
阿
江
先
生
の
よ
う
に
高
校
生
活

を
十
分
謳
歌
し
な
が
ら
大
学
受
験
に
臨
ん
で
い
た
と
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
た
だ
１
９
７
５
年
の
段
階
で
の
大
学
進
学
率
が
27
％

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
大
学
受
験
は
ま
だ

少
数
の
選
ば
れ
た
人
た
ち
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

阿
江

確
か
に
、
そ
の
当
時
の
私
た
ち
の
高
校
は
１
学
年
が
400
人

で
し
た
が
、
大
学
に
進
学
す
る
の
は
100
人
程
度
で
、
残
り
は
就

職
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
大
学
受
験
は
少
数
者
の
も
の
で
あ
っ

た
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

藤
田

そ
う
い
う
時
代
を
経
て
「
共
通
一
次
学
力
試
験
」
の
時
代

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
は
「
共
通
一
次
学
力
試
験
」
の
２
年
目
の
受
験
生
で
す
が
、

「
新
し
い
大
学
入
試
制
度
は
Ⅰ
期
校
と
Ⅱ
期
校
と
い
う
大
学
の

序
列
を
な
く
し
、
激
し
い
受
験
競
争
を
な
く
し
て
い
く
ん
だ
」

と
い
う
触
れ
込
み
の
中
で
育
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
そ
の
よ
う
に
は
な
ら
ず
、
先
生
方
の

時
代
に
は
な
か
っ
た
「
偏
差
値
」
と
い
う
も
の
が
登
場
し
、
代

ゼ
ミ
・
河
合
塾
・
駿
台
な
ど
の
予
備
校
や
旺
文
社
の
出
す
偏
差

値
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
大
学
は
１
点
刻
み
で
細
か
く
ラ
ン
キ
ン
グ

さ
れ
、
自
分
の
将
来
を
考
え
て
大
学
を
選
ぶ
よ
り
も
、
１
ラ
ン

ク
で
も
い
い
大
学
に
行
き
た
い
と
い
う
思
い
で
勉
強
を
続
け
た

高
校
時
代
で
し
た
。

【
共
通
一
次
学
力
試
験
の
見
直
し
、

そ
し
て
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
導
入
へ
】

藤
田

多
く
の
期
待
を
も
っ
て
導
入
さ
れ
た
「
共
通
一
次
学
力
試

験
」
も
、
め
ざ
し
て
い
た
よ
う
な
入
試
制
度
の
改
革
に
は
つ
な

が
ら
ず
、
わ
ず
か
11
年
で
「
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
」
に
代

わ
り
ま
し
た
。
こ
の
「
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
」
の
導
入
に

は
中
曽
根
首
相
の
下
に
設
置
さ
れ
た
臨
時
教
育
審
議
会
の
答
申

が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
答
申
が
出

さ
れ
た
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

清
水

１
９
８
４
年

昭
和
59
年
）に
、
当
時
の
中
曽
根
首
相
の
下

に
設
置
さ
れ
た
臨
時
教
育
審
議
会
は
、
第
１
次
の
答
申
で
、
従

来
の
「
共
通
一
次
学
力
試
験
」
に
代
わ
る
「
大
学
入
試
セ
ン
タ

ー
試
験
」
の
導
入
を
提
言
し
ま
し
た
。

実
は
こ
れ
に
は
裏
が
あ
っ
て
、
臨
教
審
は
、
最
初
は
「
教
育

の
自
由
化
」を
テ
ー
マ
に
、
わ
が
国
の
義
務
教
育
を
含
む
初
等
・

中
等
教
育
の
改
革
に
切
り
込
む
計
画
で
し
た
。
し
か
し
、「
教
育

の
自
由
化
」
が
義
務
教
育
段
階
に
及
ん
で
い
く
と
、
文
部
省
に

と
っ
て
は
お
ひ
ざ
元
が
崩
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
臨

教
審
と
の
間
で
激
し
い
綱
引
き
が
あ
っ
て
、
結
果
的
に
文
部
省

に
な
っ
た
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
Ⅰ
期
校
と
Ⅱ
期
校
の
一
元
化
に
つ
い
て
は
、
当

時
の
国
立
大
学
協
会
は
賛
意
を
示
し
ま
し
た
が
、
高
等
学
校
長

協
会
側
は
「
学
費
の
安
い
国
立
大
学
を
受
験
す
る
チ
ャ
ン
ス
を

半
減
さ
せ
る
」
と
い
う
理
由
で
強
く
反
対
し
て
い
ま
し
た
。

藤
田

阿
江
先
生
も
Ⅰ
期
校
・
Ⅱ
期
校
の
世
代
だ
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
こ
ろ
の
受
験
生
の
生
活
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で

す
か
。

阿江通良氏
1973年 東京教育大学体育学部卒業

1982年 筑波大学体育科学研究科博士

課程修了

1982年 教育学博士

・専門はスポーツバイオメ

カニクス

・日本体育学会会長

が
勝
利
し
、
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
義
務
教
育
段
階
の
自
由
化

に
は
手
を
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
代
わ
り
に
出
て
き
た
の
が
、「
大
学
入
試
制
度
の
改
革
」

で
、「
行
き
過
ぎ
た
受
験
競
争
を
是
正
し
、
学
歴
社
会
の
弊
害
を

な
く
そ
う
」、
そ
の
た
め
に
「
各
大
学
の
入
試
の
や
り
方
を
改
善

し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
の
共
通
一
次
学
力
試
験
に
代

え
て
、
新
た
に
国
公
私
立
を
通
じ
て
各
大
学
が
自
由
に
利
用
で

き
る

共
通
テ
ス
ト

を
創
設
す
る
」
と
い
う
提
言
で
し
た
。

こ
う
し
て
臨
教
審
の
改
革
第
１
号
と
し
て
、「
大
学
入
試
セ
ン
タ

ー
試
験
」
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

藤
田

「
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
」
の
提
言
で
私
が
驚
い
た
の

は
、
こ
の
新
し
い
大
学
入
試
制
度
が
「
国
立
大
学
だ
け
で
は
な

く
私
立
大
学
を
含
め
て
利
用
可
能
な
制
度
に
し
よ
う
」
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
臨
教
審
の
提
言
が
私
立
を
含
め

た
制
度
に
し
よ
う
と
し
た
意
図
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

清
水

中
曽
根
首
相
の
政
策
は
「
民
活
」
が
基
本
で
す
か
ら
、
大

学
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
も
の
か
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
も
の
に
シ
フ

ト
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
背
景
に
あ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
頃
に
な
り
ま
す
と
、
大
学
進
学
率
の
上
昇
と
と
も
に
私

立
大
学
の
数
も
増
え
、
わ
が
国
の
高
等
教
育
に
お
け
る
私
学
の

ウ
エ
イ
ト
も
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
か
ら
、
私
学
も
含

め
て
高
等
教
育
全
体
を
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
意
図
で
、「
民

活
」
に
舵
を
切
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
各
大
学
で
の
多
様
な
入
試
方
法
の
導
入
】

藤
田

「
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
」
に
な
っ
て
、
今
ま
で
と
大
き

く
変
わ
っ
た
の
は
、
各
大
学
は
こ
の
試
験
を
多
様
な
入
試
資
料

の
一
つ
と
し
て
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
う
い
う
各
大
学
の
多
様
な
入
試
の
中
に
は
、
例
え
ば
「
Ａ
Ｏ

入
試
」
と
か
「
飛
び
入
学
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、「
Ａ
Ｏ
入
試
」
も
多
く
の
大
学
で
導
入
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
入
学
は
し
た
も
の
の
学
力
が
担
保
で
き
て
い
な
い
学
生

が
多
い
と
い
う
批
判
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
飛
び
入
学
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
千
葉
大
学
で
初
め
て
導
入
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さ
れ
、
一
時
は
脚
光
を
浴
び
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
普
及
す
る
と

い
う
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
「
Ａ
Ｏ
入
試
」
や
「
飛
び
入
学
制
度
」
の
よ
う

な
新
し
い
入
試
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
清
水
先
生
は
ど
の

よ
う
に
評
価
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ
Ｏ
入
試
を
ど
う
評
価
す
る
か

清
水

Ａ
Ｏ
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
）
入
試
と
い
う
の

は
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
型
や
学
校
推
薦
型
の
入
試
と
は
異
な
り
、

受
験
者
か
ら
多
様
な
資
料
を
提
出
し
て
も
ら
っ
て
面
接
等
に
よ

り
受
験
者
の
能
力
を
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
し
よ
う
と
い
う

入
試
制
度
で
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
は
す
べ
て
の
入
試
が
Ａ
Ｏ
入

試
に
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
は
１
９
９
０
年

平
成
２
年
）に
慶
応
義
塾
大
学
湘

南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
に
初
め
て
導
入
さ
れ
、
そ
の
後
徐
々
に
普

及
し
、
現
在
で
は
540
校
、
80
％
近
い
大
学
で
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
Ａ
Ｏ
入
試
に
よ
る
入
学
者
も
５
万
人
ほ
ど
に

上
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
わ
が
国
で
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
Ａ
Ｏ
入
試
を
実
施

す
る
大
学
が
増
え
た
の
か
と
い
う
と
、
１
９
９
１
年

平
成
３

年
）の
大
学
設
置
基
準
の
見
直
し
を
契
機
に
、多
く
の
大
学
で
入

試
方
法
や
入
試
内
容
の
改
善
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
頃
の
大
学
入
試
は
「
コ
ン
ビ
ニ
入
試
」

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
「
多
様
化
・
複
雑
化
・
軽
量
化
」
が
進
み
、

そ
の
一
つ
と
し
て
Ａ
Ｏ
入
試
も
多
く
の
大
学
で
採
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

Ａ
Ｏ
入
試
は
先
ほ
ど
お
話
し
た
よ
う
に
、
受
験
者
の
能
力
を

多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
わ

が
国
の
学
力
偏
重
の
大
学
入
試
を
改
革
す
る
た
め
の
切
り
札
に

な
り
え
た
制
度
で
す
。

だ
か
ら
、１
９
９
９
年

平
成
11
年
）の
中
教
審
答
申
で
も「
Ａ

Ｏ
入
試
は
受
験
生
を
多
面
的
か
つ
丁
寧
に
見
る
た
め
の
き
め
細

か
な
選
抜
方
法
」
と
位
置
づ
け
、
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
高
い

専
門
性
を
有
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
備
え
た
専
門
部
署
の
設
置
や
体

制
整
備
が
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
国
立
大
学
で
は
、
筑
波
大
学
・
東
北
大
学
・
九
州

大
学
の
３
大
学
を
皮
切
り
に
２
０
０
０
年

平
成
12
年
）度
の
入

試
か
ら
Ａ
Ｏ
入
試
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

大
学
に
専
任
の
教
員
を
配
置
す
る
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
研

究
開
発
と
入
学
者
選
抜
の
業
務
を
行
う
体
制
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。筑

波
大
学
で
は
、
現
在
、
Ａ
Ｃ
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
セ
ン

タ
ー
）
に
セ
ン
タ
ー
長
を
含
め
て
４
人
の
教
員
ス
タ
ッ
フ
が
配

置
さ
れ
、
評
価
基
準
を
作
成
し
、
各
種
資
料
や
面
接
を
通
し
て

受
験
者
の
資
質
・
能
力
・
適
性
を
多
面
的
に
見
て
合
否
を
決
め

る
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
新
し
い
入
試
制
度
と
し
て
十

分
機
能
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

藤
田

Ａ
Ｏ
入
試
に
つ
い
て
は
、「
入
学
は
し
た
も
の
の
大
学
の
授

業
に
つ
い
て
い
け
な
い
学
生
が
多
い
」
と
い
う
批
判
も
聞
か
れ

ま
す
。

清
水

Ａ
Ｏ
入
試
は
受
験
生
の
能
力
を
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
か
ら
、
評
価
基
準
の
作
成
が
必
要
で

す
し
体
制
整
備
も
必
要
で
す
。
し
か
し
わ
が
国
で
は
、
多
く
の

大
学
で
多
様
な
入
試
の
一
つ
と
し
て
安
易
に
採
用
さ
れ
た
た
め

に
、
実
施
方
法
や
運
営
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
18
歳
人
口
の
減
少
や
都
市
部
の
大
学
へ
の

志
願
者
の
集
中
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
一
部
の
大
学
で
は
学
力

を
不
問
に
し
て
、「
学
生
確
保
」
の
た
め
に
Ａ
Ｏ
入
試
を
活
用
す

る
と
い
う
か
、
悪
用
す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
、
そ
れ
が
マ
ス

コ
ミ
な
ど
の
「
学
力
低
下
批
判
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

藤
田

一
部
の
大
学
で
「
学
生
確
保
」
の
方
策
と
し
て
使
わ
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
「
Ａ
Ｏ
入
試
批
判
」
を
生
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
で
は
、
Ａ
Ｏ
入
試
は
わ
が
国
の
入
試
改
革
の
切

り
札
に
は
な
り
え
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

清
水

ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
大
学
入
試
も
す
べ
て
Ａ

Ｏ
入
試
に
し
て
し
ま
え
ば
、
入
試
改
革
の
切
り
札
に
な
り
う
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
莫
大
な
人
・
物
・
金
が
か
か

り
ま
す
か
ら
そ
れ
は
難
し
い
。

で
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
私
は
、
Ａ

Ｏ
入
試
は
学
力
偏
重
の
従
来
型
の
入
試
を
変
え
て
い
く
可
能
性

を
持
っ
た
制
度
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
新
し
い
大
学
入
試
制
度

で
も
、
Ａ
Ｏ
入
試
の
理
念
を
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

飛
び
入
学
制
度
を
ど
う
評
価
す
る
か

藤
田

飛
び
入
学
制
度
は
、
１
９
９
８
年

平
成
10
年
）に
千
葉
大

学
で
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
す
で
に
十
数
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、

あ
ま
り
普
及
し
て
い
ま
せ
ん
。
入
試
制
度
の
改
革
を
考
え
る
時

に
、
こ
の
飛
び
入
学
制
度
は
ど
う
評
価
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。

清
水

「
飛
び
入
学
」
は
、
学
業
優
秀
者
を
早
期
か
ら
教
育
し
よ
う

と
い
う
目
的
で
始
ま
っ
た
例
外
措
置
で
、
あ
る
学
校
段
階
の
中

途
学
年
の
終
了
と
と
も
に
上
級
の
学
校
段
階
に
入
学
す
る
こ
と

の
で
き
る
制
度
で
す
。

現
在
、
わ
が
国
で
は
、
高
校
２
年
終
了
後
に
大
学
に
入
学
で

き
る
制
度
と
、
大
学
３
年
終
了
後
に
大
学
院
に
進
学
で
き
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
厳
密
に
言
う
と
、
前
者
は「
飛
び
入
学
」、
後

者
は
「
飛
び
級
」
と
区
別
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
大
学
院
へ
の
「
飛
び
級
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
50

の
大
学
で
実
施
さ
れ
219
人
が
入
学
し
て
い
ま
す
が
、
大
学
へ
の

「
飛
び
入
学
」
を
見
る
と
、
千
葉
大
学
の
ほ
か
私
立
の
名
城
大
学

な
ど
６
大
学
で
実
施
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
実
際
の
入
学
者
も

昨
今
で
は
千
葉
大
学
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
は
な
ぜ
、「
飛
び
入
学
」
は
普
及
し
な
い
の
か
。

世
界
の
学
業
優
秀
者
の
教
育
を
見
る
と
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国

で
は
小
学
生
が
大
学
に
進
学
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら

れ
る
よ
う
に
、
英
才
を
早
く
か
ら
教
育
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
わ
が
国
で
「
飛
び
入
学
」
の
制
度
を
導
入
し
た
の
は
、

学
業
優
秀
者
の
教
育
の
国
際
標
準
化
の
動
き
と
見
る
こ
と
は
で
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き
ま
す
。

し
か
し
、
わ
が
国
で
は
「
出
る
釘
は
打
た
れ
る
」
と
い
う
諺

が
あ
る
よ
う
に
「
み
ん
な
同
じ
主
義
」
が
強
く
、
こ
の
よ
う
な

環
境
が
、
制
度
が
で
き
て
も
な
か
な
か
普
及
し
な
い
原
因
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

も
う
一
つ
、
私
が
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
「
飛
び

入
学
」
と
い
う
の
は
、
教
育
制
度
の
観
点
か
ら
み
る
と
問
題
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
飛
び
入
学
し
た
生
徒
は
高
校
２
年
か

ら
大
学
に
行
く
わ
け
で
す
か
ら
、
高
校
を
卒
業
し
て
い
ま
せ
ん
。

も
し
こ
の
生
徒
が
大
学
の
途
中
で
退
学
し
た
り
す
る
と
、
学
歴

は
中
卒
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
は
卒
業
し
な
い
で
上
級
学

校
に
進
学
で
き
る
制
度
は
〞
欠
陥
制
度
〝
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
新
し
い
入
試
制
度
の
検
討
が
始
ま
っ
た
】

藤
田

中
央
教
育
審
議
会
は
、
つ
い
最
近
の
10
月
24
日
に
、
新
し

い
入
試
制
度
と
し
て
、「
高
等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
」（
年
２

回
実
施
）
と
「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
」（
年
複
数

回
実
施
）
と
い
う
答
申
案
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
答
申
案
に
よ
る
と
、

「
高
等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
」
は
、
高
校
で
の
基
礎
的
な
学

習
の
達
成
度
を
測
る
テ
ス
ト
で
あ
り
、
ま
た
、「
大
学
入
学
希
望

者
学
力
評
価
テ
ス
ト
」
は
、
現
在
の
「
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
」
に
代
わ
る
も
の
で
、
教
科
の
枠
を
超
え
て
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
を
評
価
す
る
テ
ス
ト
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
各
大
学
の
個
別
試
験
も
知
識
偏
重
の
試
験
で
は
な

く
、
合
科
的
な
総
合
力
を
問
う
試
験
に
代
え
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
集
団
討
論
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
意
欲
や
思
考
力
を
み
る
試
験
に
切
り
替
え
て
い
く
こ
と

も
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

答
申
案
が
出
さ
れ
て
ま
だ
日
が
浅
い
の
で
、
世
間
的
な
評
価

は
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
学
や
高
校
の
現
場
で
は
「
こ
れ

か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
」
と
い
う
不
安
感
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
中
教
審
の
答
申
案
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

清
水

「
共
通
一
次
学
力
試
験
」
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
間
も
な
く

40
年
を
迎
え
ま
す
。
前
回
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
ど
ん
な
制

度
で
も
お
よ
そ
40
年
の
サ
イ
ク
ル
で
制
度
疲
労
が
き
ま
す
の
で
、

そ
ろ
そ
ろ
大
き
く
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
す
。

「
高
等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
」
は

学
校
教
育
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を

確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る

清
水

私
は
、
今
回
の
中
教
審
答
申
案
の
目
玉
で
あ
る
「
高
等
学

校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
」
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
わ
が

国
の
学
校
教
育
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
確
立
す

る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
意
義
の
あ
る
提
案
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。そ

し
て
、
制
度
的
な
観
点
か
ら
見
る
と
、
こ
の
「
高
等
学
校

基
礎
学
力
テ
ス
ト
」
は
、
農
耕
民
族
社
会
に
お
け
る
競
争
選
抜

試
験
か
ら
、
狩
猟
民
族
社
会
に
お
け
る
資
格
試
験
へ
の
大
き
な

転
換
で
あ
る
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
点
数
主
義
か

ら
の
脱
却
で
す
。

今
日
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
は
、「
１
点
で
も
高
い
点

数
を
取
っ
た
人
の
方
が
潜
在
能
力
も
高
い
」
と
考
え
る
こ
れ
ま

で
の
よ
う
な
競
争
選
抜
試
験
や
「
絶
対
的
公
平
性
」
概
念
は
、

も
は
や
通
用
し
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
」
は

高
校
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
絶
好
の
機
会
に
な
る

清
水

知
識
の
活
用
力
を
問
う
「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ

ス
ト
」
に
つ
い
て
は
、
知
識
の
量
で
は
な
く
考
え
る
力
や
意
欲

を
重
視
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
考
え
る
力
や
意
欲
を
ど
の
よ

う
に
し
て
評
価
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
な
か
な
か
難

し
い
課
題
で
す
。

し
か
し
、
義
務
教
育
と
高
等
教
育
を
つ
な
ぐ
高
校
教
育
の
あ

り
方
を
再
検
討
す
る
上
で
は
絶
好
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
ア
ー
テ

ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
確
立
す
る
上
で
も
意
義
の
あ
る
議
論
が

展
開
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
議
論
の
際
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
学
習
者

の
発
達
や
学
習
の
連
続
性
を
保
障
す
る
視
点
で
す
。
つ
ま
り
、

新
し
い
入
試
制
度
を
「
点
で
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
線
や
面

で
と
ら
え
な
が
ら
高
校
教
育
と
大
学
教
育
の
接
続
を
図
る
」
と

い
う
視
点
で
議
論
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

「
線
で
と
ら
え
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
大
学
の
先
生
が
高
校
に

出
向
い
て
授
業
を
し
た
り
、
高
校
生
が
大
学
で
授
業
を
受
け
た

り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
試
だ
け
で
つ
な
が
っ
て
い
る
高
校
と

大
学
の
関
係
を
改
善
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
試
み
は
、「
高
大
連
携
」と
呼
ば
れ
、
筑
波
大
学
で
も
す

で
に
多
く
の
高
校
と
の
間
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
面
で
と
ら
え
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
さ
ら
に
進
ん

で
、
高
校
と
大
学
の
教
育
目
的
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
例
え
ば
高

校
３
年
と
大
学
４
年
を
合
わ
せ
た
７
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

つ
く
り
、
高
校
と
大
学
の
間
で
単
位
の
互
換
も
自
由
に
で
き
る

よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。
こ
の
考
え
方
は
む
し
ろ

「
高
大
接
続
」と
呼
ば
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
す
で
に
こ
の
よ
う
な

考
え
方
の
制
度
が
始
ま
っ
て
い
る
州
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
わ
が
国
の
学
校
制
度
で
は
、
１
９
４
７
年

昭
和
22

年
）に
つ
く
ら
れ
た
学
校
教
育
法
の
目
的
規
定
で
、
高
校
ま
で

の
普
通
教
育
と
大
学
と
は
切
り
離
さ
れ
た
ま
ま
で
す
か
ら
、
多

く
の
高
校
と
大
学
は
依
然
と
し
て
入
試
で
つ
な
が
っ
て
い
る
だ

け
の
関
係
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
こ
れ
ま
で
の
点
数
主
義
の
入
試
を
抜
本
的
に
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変
え
よ
う
と
い
う
今
回
の
新
し
い
入
試
制
度
の
考
え
方
は
、
高

校
教
育
と
大
学
教
育
を
線
や
面
で
強
く
結
ぶ
た
め
の
突
破
口
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
の
で
す
。

新
し
い
大
学
入
試
で
は
見
え
な
い
力
を
ど
う
測
っ
て
い
く
の
か

藤
田

新
し
い
入
試
制
度
は
、
早
け
れ
ば
２
０
２
１
年

平
成
33

年
）に
は
導
入
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
と
は
全
く
違
っ
た
入
試
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
大
学
に
と

っ
て
も
課
題
は
大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

清
水

大
学
に
と
っ
て
一
番
難
し
い
の
は
、「
生
き
る
力
」と
か「
意

欲
」
と
か
、
目
に
見
え
な
い
力
を
ど
う
測
っ
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
は
、
大
学
側
が
き
ち
ん
と
し
た
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ポ
リ
シ
ー
を
明
確
に
し
、
高
校
ま
で
に
身
に
つ
け
て
欲
し

い
具
体
的
な
能
力
を
公
表
す
れ
ば
、
学
習
意
欲
で
あ
ろ
う
と
考

え
る
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で
あ
ろ
う
と
、
測
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
か
知
識
基
盤
社
会
と
い
わ
れ
る
今
日
で

は
、
む
し
ろ
見
え
な
い
力
の
方
が
社
会
で
求
め
ら
れ
る
能
力
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
共
通
テ
ス
ト
で
あ
る
Ｓ
Ａ
Ｔ
も
読
解
力
や
分
析

力
を
重
視
し
た
新
た
な
方
式
へ
の
大
転
換
を
図
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
社
会
の
変
化
を
見
据
え
た
大
改
革
で
す
。

わ
が
国
の
入
試
も
こ
う
し
た
長
期
展
望
に
立
っ
て
、
人
物
を

総
合
的
に
判
断
す
る
方
式
へ
の
舵
と
り
が
急
が
れ
て
い
る
の
で

す
。そ

の
意
味
で
は
、
大
学
人
は
本
気
に
な
っ
て
今
回
の
入
試
改

革
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｔ

sch
o
la
stic

 
a
p
titu

d
e
 
test

筑
波
大
学
で
は
、な
ぜ
Ｉ
Ｂ
入
試
を
全
学
で
導
入
し
た
の
か

阿
江

筑
波
大
学
は
、「
国
内
的
に
も
国
際
的
に
も
開
か
れ
た
大

学
」
と
し
て
「
不
断
の
改
革
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

入
試
改
革
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。そ

の
一
つ
が
Ｉ
Ｂ
入
試
（
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
特
別
入
試
）
で

す
。で

は
な
ぜ
他
大
学
に
先
駆
け
て
、
全
学
で
Ｉ
Ｂ
入
試
を
導
入

し
た
の
か
と
い
う
と
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
と
か

「
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
能
力
」
と
か
、
日
本
の
教
育
で
は
あ
ま
り

重
き
を
置
い
て
な
い
よ
う
な
多
様
な
能
力
を
持
っ
た
優
秀
な
人

材
を
世
界
中
か
ら
集
め
た
い
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
Ｉ
Ｂ
入
試
で
入
学
し
て
き
た
学
生
と
一
般
入
試
で

入
学
し
て
き
た
学
生
が
、
勉
学
や
研
究
の
場
で
、
あ
る
い
は
サ

ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
、
お
互
い
を
高
め
あ
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル

時
代
を
生
き
抜
く
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
の
で
す
。

【
筑
波
大
学
は
入
試
改
革
の
先
駆
者
で
あ
る
】

藤
田

筑
波
大
学
は
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
入
試
改
革

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
他
大
学
に
先
駆
け

て
全
学
で
Ｉ
Ｂ
入
試
を
導
入
し
ま
し
た
。
そ
の
ね
ら
い
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
、
ま
た
、
筑
波
大
学
は
次
に
ど
ん
な
入
試
改
革
を

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、
阿
江
先
生
に
お
伺
い
し
た
い
。

ま
た
、
筑
波
大
学
で
は
、
一
般
入
試
や
推
薦
入
試
で
、
英
語

の
「rea

d
in
g
 
listen

in
g
 
w
ritin

g
 
sp
ea
k
in
g

」
の
４
技
能

を
測
る
英
語
検
定
試
験
を
導
入
す
る
こ
と
も
決
め
ま
し
た
。

こ
の
試
み
も
、
学
生
た
ち
の
英
語
に
対
す
る
苦
手
意
識
を
払

拭
し
て
、
将
来
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
数
多
く
育
て
た

い
と
い
う
ね
ら
い
か
ら
生
ま
れ
た
改
革
で
す
。

教
員
推
薦
Ｏ
Ｃ
も
検
討
し
て
い
る

阿
江

い
ま
我
々
が
検
討
し
て
い
る
新
し
い
入
試
制
度
に
、
も
う

一
つ
「
教
員
推
薦
Ｏ
Ｃ
」（
仮
称
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
大
学
の
先
生
が
高
校
に
出
か
け
て
出
前
授
業
を
行

っ
た
り
、
高
校
生
に
大
学
の
授
業
を
受
け
さ
せ
た
り
し
な
が
ら
、

１
〜
２
年
か
け
て
し
っ
か
り
観
察
を
し
て
、「
こ
の
子
は
い
い

子
だ
か
ら
ぜ
ひ
と
り
た
い
」
と
い
う
生
徒
を
推
薦
し
て
も
ら
い
、

推
薦
し
た
先
生
が
責
任
を
も
っ
て
そ
の
子
を
教
育
す
る
と
い
う

制
度
で
す
。

私
の
専
門
は
体
育
で
す
が

体
育
の
分
野
で
は
、
こ
れ
ま
で

も
高
校
２
年
生
の
こ
ろ
か
ら
優
秀
な
生
徒
に
目
を
つ
け
て
推
薦

入
試
の
受
験
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
筑
波

大
学
に
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
附
属
高
校
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ

こ
か
ら
も
優
秀
な
生
徒
を
推
薦
し
て
も
ら
っ
て
入
学
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
文
部
科
学
省
か
ら
は
、「
前
例
が
な
い
」「
不
公
平

に
な
る
」
と
言
っ
て
な
か
な
か
首
を
縦
に
振
っ
て
も
ら
え
ま
せ

ん
。

Ａ
Ｏ
入
試
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
挑
戦

阿
江

筑
波
大
学
で
も
、
Ａ
Ｃ
入
試
（
筑
波
大
学
で
は
Ａ
Ｃ
入
試

と
い
う
）
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
、
そ
う
で
な
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す

う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
の
は
、
Ａ
Ｃ
入
試
で
入
っ
て
き
た
学

生
を
、
従
来
型
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
押
し
込
ん
で
し
ま
っ
て
い

る
た
め
で
す
。

そ
こ
で
、
Ａ
Ｃ
入
試
で
入
っ
て
き
た
学
生
の
能
力
を
更
に
伸

ば
し
て
い
く
た
め
に
、「
先
導
的
研
究
者
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を

つ
く
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
１
年
生
の
時
か
ら
専

門
性
の
高
い
授
業
を
履
修
さ
せ
、
能
力
や
意
欲
を
伸
ば
し
て
い
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こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

国
際
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
者
な
ど
の
高
度
な
能
力
を
持

つ
学
生
に
は
、
１
年
生
で
も
研
究
経
費
の
補
助
を
行
い
、
研
究

室
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
専
門
の
教
員
の
下
で
研
究
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
大
学
入
試
改
革
は
大
学
を
変
え
る
こ
と
で
あ
る
】

藤
田

阿
江
先
生
か
ら
ご
説
明
い
た
だ
い
た
筑
波
大
学
の
入
試
改

革
は
、
ま
さ
に
大
学
を
変
え
て
い
く
た
め
の
挑
戦
で
あ
る
と
い

っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
で
は
、「
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
・
ア
ク
セ
ス
の
時
代
を
迎
え
た
わ
が
国
の
大
学
は
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
か
」、
ま
た
「
そ
の
た
め
に
大
学

入
試
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
を
清
水
先
生
に
お
伺
い
し
て
、
今

回
の
ま
と
め
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

清
水

い
ま
大
学
で
は
、
新
し
い
入
試
制
度
が
求
め
る
「
学
習
意

欲
」
と
か
「
生
き
る
力
」
を
ど
う
評
価
す
る
の
か
と
い
う
こ
と

で
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
大
学
が
や

っ
て
こ
な
か
っ
た
だ
け
で
、
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
す
。

教
育
と
い
う
言
葉
は
、
も
と
も
と
「ed

u
ca
te ＝

引
き
出
す
」

と
い
う
意
味
で
す
か
ら
、
意
欲
を
伸
ば
し
た
り
、
目
に
見
え
な

い
能
力
を
引
き
出
し
た
り
す
る
の
は
教
育
本
来
の
仕
事
で
す
。

大
学
人
も
こ
れ
か
ら
は
そ
う
い
う
視
点
に
立
っ
て
入
試
改
革
や

大
学
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。で

は
、
そ
う
い
う
目
に
見
え
な
い
能
力
を
引
き
出
す
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
制
度
を
構
築
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
。

私
は
、
制
度
設
計
に
際
し
て
は
、
入
試
を
点
で
は
な
く
線
や

面
と
し
て
と
ら
え
な
が
ら
学
校
間
の
ス
ム
ー
ズ
な
教
育
接
続
を

図
る
と
と
も
に
、
教
育
制
度
全
体
の
「
競
争
の
重
心
」
を
初
等
・

中
等
教
育
か
ら
高
等
教
育
へ
移
行
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

入
試
を
点
で
は
な
く
線
や
面
で
と
ら
え
る
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
、
前
に
お
話
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
競
争
の
重

心
を
移
行
す
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
こ
と
を

少
し
説
明
い
た
し
ま
す
。

い
ま
、
わ
が
国
で
は
、
競
争
の
重
心
が
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て

き
て
、
都
市
部
で
は
小
学
校
レ
ベ
ル
で
激
し
い
競
争
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
競
争
が
一
番
激
し
い
の
は
社
会
で
す
か
ら
、
競
争

の
重
心
を
社
会
に
向
く
よ
う
に
移
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、「
初
等

中
等
教
育
は
で
き
る
だ
け
緩
や
か

で
柔
軟
性
の
あ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
に
変
え
て
い
く
」、
そ
し
て

「
大
学
は
入
試
の
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
入
学
後
の
成
績
評
価
を

厳
格
化
し
、
学
位
の
質
を
保
証
す
る
た
め
の
競
争
に
重
心
を
移

行
し
て
い
く
」
そ
う
い
う
制
度
設
計
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て

い
る
の
で
す
。

教
育
制
度
全
体
に
お
け
る
「
競
争
の
重
心
」
が
大
学
に
移
行

し
て
大
学
教
育
の
質
が
保
証
さ
れ
、
そ
し
て
、
入
試
制
度
の
改

革
に
よ
っ
て
大
学
と
高
校
以
下
の
学
校
と
の
教
育
接
続
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
高
校
の
教
育
も
小
学
校
や

中
学
校
の
教
育
も
大
き
く
変
貌
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
段
階
の

あ
る
べ
き
姿
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

藤
田

き
ょ
う
は
「
大
学
入
学
試
験
制
度
を
ど
う
改
革
す
べ
き

か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
話
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
い
ま
中
教

審
が
提
案
し
て
い
る
入
試
改
革
は
、「
若
者
を
点
数
で
選
抜
し

て
き
た
こ
れ
ま
で
の
入
試
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
大

学
自
ら
が
ど
う
い
う
若
者
を
受
け
入
れ
、
ど
う
い
う
人
材
に
育

て
上
げ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
い

う
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
改
革
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
学
入
試
の
改
革
は
大
学
を
改
革
す
る
こ
と
で
あ

り
、
大
学
を
改
革
す
る
こ
と
に
よ
り
高
校
以
下
の
学
校
が
本
来

の
姿
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
施
策
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
り

ま
し
た
。

そ
う
し
た
意
味
で
は
、
阿
江
先
生
に
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た

筑
波
大
学
の
入
試
改
革
は
、
ま
さ
に
中
教
審
の
答
申
案
に
先
ん

じ
た
入
試
改
革
で
あ
り
、
大
学
改
革
で
あ
り
、
学
校
制
度
の
改

革
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

清
水
先
生
、
阿
江
先
生
、
き
ょ
う
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

次
回
は
「
現
代
社
会
は
ど
の
よ
う
な
教
師
を
求
め
て
い
る
か
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
教
員
養
成
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て

い
く
予
定
で
す
。

（
こ
の
話
し
合
い
は
、昨
年
の
10
月
28
日
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。）
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第10回目を迎える今回の講座では、魔法で恐ろしい竜に変

えられ、小さな島に囚われの身となっている若い娘の救出談

を読んで、600年ほど前の英語の特徴を探ることにした。

14世紀頃の西欧では、『マンデヴィル旅行記』と称される本

が広く読まれていた。この旅行記はベルギー東部の町リェー

ジュに住んでいた医師が1357年頃にフランス語で書いたもの

で、まもなくラテン語と英語に翻訳されたと考えられている。

最も古い英語の写本は1400年頃のものである。

著者はこの本を聖地エルサレムへ巡礼しようとする人々の

案内書として書き始め、道順、町、重要な地域の興味深い場

所についてありきたりの説明をして、そのあとで、エジプト、

小アジア、ペルシャ、インド、中国、その他多くの場所への

旅の案内をしている。

この旅行記に登場する人間や事物や現象は、著者は見てき

たと称するが、奇怪で信じがたいものが多い。たとえば、額

の真中に目が一つだけある巨人族、首がなく目が肩について

いる人々、耳が膝まで垂れている人々、巨大な片足だけで飛

び跳ねる人々、大勢の人が殻の中に住めるほど巨大なかたつ

むりなどである。にもかかわらず、この旅行記は当時の西欧

で最も広く知られた本であることは間違いない。

著者は家から一歩も出ることなく、13～14世紀頃のイタリ

アの東洋旅行者、オデリコやカルピーニの見聞録を切り張り

したらしい。それゆえ、この旅行記は歴史的、地理的、文学

的情報としての価値は乏しいが、1400年頃の英語の構造や特

徴を知る上で貴重な文献であり、また、現在においても奇習

異俗に満ちた愉快な読み物となっている。

『旅行記』の第４章は「竜になったヒッポクラテスの娘」の

話が中心である。この話の背景として、地中海の東にあるラ

ンゴ島（現在はコス島 Cos）は、かつてギリシアの医学の父

と呼ばれたヒッポクラテス (紀元前460-375頃)が住んでい

て、ギリシア神話の医神アスクレピオスの祭儀の中心地であ

り、その祭儀と大蛇は密接な関係にあったこと、また、ヒッ

ポクラテスにはドラコー (ラテン語のdraco、ギリシア語の

drakon ‘dragon’)という息子または孫がいたと言われてい

るということがある。なお、ヒッポクラテスはギリシアの哲

学者プラトンの著作の中で著名な医師・教育者として言及さ

れているが、広く諸方を旅したことでも知られている。

母音は原則としてローマ字読み（he‘he’は「へー」、yeer

‘year’は「イェール」、but ‘but’「ブット」）、ただし、ouは

「オゥ」か「ウー」（doughter「ドゥホテル」、dragoun‘dragon’

「ドゥラグーン」）、iとy、vと uは互換性があり、haveは

haue、untoは vnto、uponは vponとも綴られた。語末の-e

は複数形以外ではたいてい無音（forme‘form’、olde‘old’）

であった。動詞の３人称・単数・現在形は-ethの語尾を伴

い、不定詞は-nで終ることが多かった。一方、thanと then

は元は同形であったが、『旅行記』では３つの異形 thanne,

thane,thanが用いられている。

物語は、And somme men seyn that in the ile of Lango is
 

yit the doughter of Ypocras in forme and lykness of a gret
 

dragoun …「うわさでは、ランゴ島には今でもヒッポクラテ

スの娘が巨大な竜に似た姿で住んでいる…」で始まる。島の

住民は彼女を「島の貴婦人」と呼んでいる。彼女は古城の洞

穴に住み、年に２～３回姿を見せる程度である。人が彼女に

危害を加えない限り、彼女も人には害をなさない。騎士が彼

女に近づき、キスをするまで、元の姿には戻れない。

そこで、a kyght of the Rhodes, that was hardy and
 

doughty in armes,seyde that he woulde kyssen hire.「武具

を身につけた勇敢で逞しいロードス島の騎士が彼女のキスを

してやる」と言い、馬にまたがって洞穴に入っていった。と

ころが、騎士は彼女の恐ろしい形相を見て逃げ去る。竜は騎

士を岩の上に運び、馬もろとも海に突き落とす。

次に訪れた騎士ではない若者に対して、彼女は自分の身の

上を語り、騎士になって再訪し、恐れずにキスをしてくれと

頼む。ところが、騎士になった若者は恐ろしい竜に驚き、あ

わてて逃げ去る。そして、whan sche sawgh that he turned
 

not ayen,sche began to crye as a thing that hadde meche
 

sorwe,and thanne sche turned ayen into hire cave.And
 

anon the knyght dyede.「彼女は若者が洞穴に戻らないと知

ると、深い悲しみに沈んだ者のように泣き出し、洞穴に入っ

た。すると間もなく、騎士も息絶えた。」以後、彼女にキスが

できるほど勇敢な騎士は現れていない。

物語はハッピーエンドではなかった。娘はその後どうなっ

たか案じられるが、なにぶん古い話なので知る由もない。地

中海の東岸の島々にはなぜか心引かれるものがある。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

いつも熱心に私の話を聞いてくださる方々に会えるのが楽

しみです。講演の後の質問も何が飛び出すかわくわくします。

まさかあの竜を見たという人は現れないでしょうが。

公開講座
藤原教授の英語のはなし 第10弾

講 師：藤 原 保 明 氏
(筑波大学名誉教授)

平成26年９月27日㈯
（午後２時～３時30分)
筑波研修センターにて



園
芸
講
座
の
依
頼
は

多
く
各
地
で
行
っ
て
い

ま
す
が
、
筑
波
で
は
初

め
て
で
し
た
。
現
在
、

朝
日
新
聞
の
茨
城
版
に

「
花
の
あ
る
暮
ら
し
」を

テ
ー
マ
に
コ
ラ
ム
を
連

載
し
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
の
フ
ァ
ン
だ
と
い
う

方
が
記
事
の
切
り
抜
き

ま
で
持
っ
て
参
加
し
て

下
さ
り
、
私
と
し
て
も

地
元
な
ら
で
は
の
暖
か

み
の
あ
る
う
れ
し
い
講

座
と
な
り
ま
し
た
。

冬
の
鉢
花
「
シ
ク
ラ
メ
ン
」
に
つ
い
て

サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
の
球
根
植
物
で
、
地
中
海
東
部
か
ら
そ
の
周
辺

の
島
に
自
生
す
る
シ
ク
ラ
メ
ン

ペ
ル
シ
カ
ム

C
.
p
ersicu

m

）

か
ら
改
良
さ
れ
ま
し
た
。
近
世
の
初
め
頃
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
育

種
が
始
ま
り
、
日
本
に
は
明
治
に
Ｃ
・
ネ
ア
ポ
リ
ア
タ
ム
が
輸
入

さ
れ
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
花
株
を
購
入
し
た
場
合
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
蕾
に
よ
く
光
を
当

て
る
こ
と
で
す
。
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
た
め
、
自
宅
で
栽
培

し
て
い
る
原
種
の
シ
ク
ラ
メ
ン
を
、
参
加
者
に
お
見
せ
し
ま
し
た
。

大
き
な
球
根
の
上
部
か
ら
花
茎
が
多
数
発
生
し
、
こ
の
部
分
は
よ

く
光
り
が
当
た
る
こ
と
を
観
察
し
て
も
ら
う
た
め
で
す
。
市
販
の

株
は
、
蕾
が
葉
に
隠
れ
て
光
が
な
か
な
か
当
た
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
周
囲
の
葉
を
上
か
ら
手
で
押
さ
え
、
中
央
部
分
に
隠
れ
て
い

る
蕾
が
葉
よ
り
も
上
に
出
る
工
夫
を
し
ま
す
。
葉
が
茂
っ
て
い
る

と
陰
に
な
る
葉
は
黄
化
し
や
す
く
、
間
伸
び
し
て
バ
ラ
ン
ス
が
悪

く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
中
央
部
の
葉
を
外
側
に
移
動
さ
せ
て
、
ど

の
葉
に
も
光
が
当
た
る
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
葉
組
み
と
い
っ

て
、
開
花
が
促
進
さ
れ
ま
す
。
こ
の
葉
組
み
の
作
業
を
、
６
人
の

方
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
実
習
は
初
め
て

の
方
が
多
く
、
大
変
喜
ば
れ
た
よ
う
で
し
た
。

寄
せ
植
え
の
実
習

ま
ず
寄
せ
植
え
を
作
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
し
た
。
光
、

温
度
、
水
は
け
な
ど
性
質
が
同
じ
種
類
を
組
み
あ
わ
せ
る
、
草
丈

の
違
い
で
立
体
的
に
さ
せ
、
生
長
す
る
方
向（
立
ち
性
、
匍
匐
性
）

で
配
置
を
決
め
ま
す
。
根
が
細
い
種
類

ネ
モ
フ
ィ
ラ
、
な
ど
）、

根
が
少
な
い
株
の
根
は
痛
め
な
い
よ
う
に
し
て
植
え
た
方
が
良
い
。

３
ヶ
月
以
上
持
た
せ
る
に
は
、
わ
ざ
と
途
中
で
花
が
終
わ
る
１
年

草
を
入
れ
れ
ば
、
そ
れ
を
抜
い
た
後
に
土
を
足
し
、
残
っ
た
株
が

大
き
く
育
つ
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
る
、
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
実
習

を
始
め
ま
し
た
。

６
タ
イ
プ
の
コ
ン
テ
ナ
に
、
草
花
、
用
土
や
土
を
セ
ッ
ト
し
、

受
付
が
早
か
っ
た
人
を
優
先
に
実
習
開
始
で
す
。
準
備
し
た
草
花

は
寒
さ
に
強
く
５
月
上
旬
ま
で
花
が
咲
く
ビ
オ
ラ
、
パ
ン
ジ
ー
、

キ
ン
セ
ン
カ
、
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
で
す
。
そ
し
て
ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ス

事
務
局
が
地
元
の
タ
ウ
ン
誌
な
ど
を
中
心
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
お

か
げ
で
、
定
員
を
上
回
る
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

当
日
は
久
し
ぶ
り
の
大
雨
に
な
っ
て
欠
席
者
が
多
く
、
結
果
と
し

て
は
36

名
の
参
加
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
講
座
を
行
う
機
会
が
あ
れ
ば
、
受
付
の
際
に
欠
席
の
場
合

は
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
を
10
名
受
け
る
な
ど
、

工
夫
が
必
要
か
と
思
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
当
日
の
内
容
で
す
が
、
冬
の
鉢
花
「
シ
ク
ラ
メ
ン
」

に
つ
い
て
解
説
を
行
っ
た
後
、
簡
単
な
実
習
を
行
う
。
次
に
「
年

末
年
始
に
楽
し
む
寄
せ
植
え
」
の
解
説
後
、
参
加
者
が
実
際
に
寄

せ
植
え
を
作
る
と
い
う
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。
園
芸

は
植
物
に
触
れ
て
こ
そ
楽
し
さ
が
倍
増
す
る
も
の
な
の
で
、
な
る

べ
く
実
習
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

有
り
難
い
こ
と
に
、
材
料
な
ど
の
運
搬
は
事
務
局
が
担
当
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。

公
開
講
座

「
年
末
年
始
に
楽
し
む

冬
の
寄
せ
植
え
」

講師 西 川 綾 子 氏

水戸市植物公園長

茗渓会理事

モ
ス
は
１
月
、
ミ
ニ
ハ
ボ
タ
ン
は
３
月
に
株
を
抜
き
、
穴
が
あ
い

た
部
分
は
用
土
を
足
し
て
他
の
草
花
を
大
き
く
育
て
ま
す
。

籐
の
プ
ラ
ン
タ
ー
は
用
土
が
重
い
と
器
が
崩
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
、
特
別
な
用
土
と
し
て
ピ
ー
ト
モ
ス
と
パ
ー
ラ
イ
ト
同
量

の
軽
い
も
の
を
使
い
、
ほ
か
の
プ
ラ
ン
タ
ー
は
市
販
の
用
土
を
使

用
し
ま
し
た
。

・
コ
ン
テ
ナ
の
正
面
を
決
め
て
草
丈
の
配
置
を
考
え
る
。

・
花
が
よ
く
咲
い
て
い
る
部
分
を
正
面
に
、
花
の
向
き
を
考
え

て
配
置
す
る
。

・
根
が
は
み
で
な
い
よ
う
に
、
丁
寧
に
植
え
る
。

・
表
土
は
軽
く
押
し
て
平
ら
に
す
る
と
、
水
を
か
け
た
と
き
根

が
露
出
し
に
く
い
。

こ
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
て
作
成
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く

初
め
て
の
方
ば
か
り
で
し
た
。

た
だ
植
え
れ
ば
い
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
育
て
る
こ
と
を
考

え
、
上
手
に
で
き
あ
が
っ
た
と
き
の
達
成
感
を
味
わ
い
、
ま
た
作

っ
て
み
た
い

そ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
た
ら
、
私
の
指
導
は
成
功

で
す
。
参
加
者
の
方
が
「
と
っ
て
も
楽
し
い
。」
と
顔
を
ニ
コ
ニ
コ

さ
せ
て
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
き
、
筑
波
ま
で
指
導
に
来
て
よ
か
っ
た
、

と
私
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
最
後
は
参
加
者
全
員
が
参
加
す

る
よ
う
な
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、
実
習
は
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
11
月
29
日

土
）

筑
波
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
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平
成
26
年
11
月
15
日

土
）に
、
京
都
茗
渓
会
総
会
・
講
演
会
・

懇
親
会
を
京
都
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
、
会
員
28
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

総
会
で
は
、
会
務
報
告
、
会
計
報
告
、
会
則
の
一
部
変
更
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
会
則
に
つ
い
て
は
、（
顕
彰
）第
10
条
を（
顕
彰
・

慶
事
）
第
10
条
と
改
め
、
一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
及
び
京
都
茗
渓

会
に
寄
与
し
た
会
員
の
方
々
に
も
対
象
を
広
げ
、
喜
寿（
満
77
歳
）

を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
祝
意
を
表
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
な
お
、

京
都
茗
渓
会
に
寄
与
し
た
会
員
と
は
、
少
な
く
と
も
京
都
茗
渓
会

会
費
を
通
算
５
年
以
上
納
め
た
方
が
た
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

講
演
会
で
は
、
北
岡
明
佳
先
生
に
、『
あ
の
レ
デ
ィ
ー
・
ガ
ガ
も

驚
い
た
「
錯
視
」
に
つ
い
て
』
と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
先
生
は
、
レ
デ
ィ
ー
・
ガ
ガ
と
の
ツ
ウ
シ
ョ
ッ
ト
も
披

露
さ
れ
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
「
錯
視
」
に
つ
い
て
、〞
同
じ
線
分

が
違
う
長
さ
に
見
え
る
〝〞
静
止
図
形
が
動
い
て
見
え
る
〝〞
周
囲

の
色
彩
で
色
が
異
な
っ
て
見
え
る
〝
な
ど
具
体
的
に
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
時
に
出
席
者
に
簡
単
な
問
題
を
出
さ
れ
、
出
席
者
は
自
分

が
あ
て
ら
れ
る
の
で
は
と
生
徒
の
よ
う
に
少
し
ド
キ
ド
キ
。
対
象

を
確
か
に
認
識
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
実
体
は
違
っ
て
い
て
、
皮

相
的
な
面
だ
け
見
て
分
か
っ
た
よ
う
な
気
に
な
っ
た
り
、
先
入
観

に
捉
わ
れ
て
い
た
り
と
、
深
く
本
質
を
理
解
で
き
て
い
な
い
、
見

抜
け
な
い
の
は
自
分
だ
け
か
と
こ
っ
そ
り
反
省
!

懇
親
会
で
は
、
昭
和
30
年
卒
か
ら
平
成
26
年
新
卒
ま
で
幅
広
い

出
席
で
、
田
渕
良
秋
氏
（
教
・
体
・
昭
31
卒
）
の
挨
拶
、
川
北
智

世
氏
（
教
・
体
・
昭
30
卒
）
の
乾
杯
で
始
ま
り
ま
し
た
。『
同
窓
』

と
い
う
だ
け
で
斯
く
も
一
体
感
が
生
ま
れ
る
の
か
と
思
う
ほ
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
や
場
所
を
越
え
て
和
や
か
な
懇
親
会
と
な
り
ま

し
た
。
岡
尾
恵
一
氏
（
教
・
体
・
昭
36
卒
）
が
中
締
め
の
挨
拶
を

さ
れ
、
最
後
は
、
全
員
で
「
宣
揚
歌
」
を
歌
い
ま
し
た
。

な
お
、
途
中
で
顕
彰
式
を
行
い
、
ア
ジ
ア
大
会
水
球
銀
メ
ダ
ル

監
督（
日
本
代
表
監
督
）、
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
球
競

技
優
勝
監
督
な
ど
、
３
名
の
方
々
を
顕
彰
し
ま
し
た
。

次
年
度
の
目
標
は
、
出
席
者
40
名
を
超
す
よ
う
に
す
る
ぞ
と
、

心
の
中
で
誓
い
な
が
ら
終
了
し
ま
し
た
。

京
都
茗
渓
会
総
会
・
講
演
会
・

懇
親
会
、
11
月
15
日
無
事
終
了講演会講師 氏

平成３年筑波大学博士課程生物科学
立命館大学文学部教授

茗
渓
会
宮
城
支
部
開
催
の
報
告

筑
波
大
学

眞
田

久
先
生
の
講
演

茗
渓
会
宮
城
支
部
に
は
、
東
京
文
理
科
大
学
・
東
京
教
育
大
学
・

筑
波
大
学
を
卒
業
し
、
現
在
宮
城
県
内
に
住
所
ま
た
は
職
場
が
あ

る
方
々
を
中
心
に
、
350
名
余
り
の
会
員
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
例
年
総
会
並
び
に
懇
親
会
へ
の
参
加
者
数
が
、
地
域

組
織
等
の
全
会
員
の
１
割
程
度
と
伸
び
悩
み
、
同
時
に
参
加
メ
ン

バ
ー
の
顔
ぶ
れ
が
例
年
変
化
し
な
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
ま

講演会講師

眞 氏

昭和54年筑波大学体育
昭和56年筑波大学修士課程体育
筑波大学体育専門学群長・教授

し
た
。
そ
こ
で
今
年
度
は
、
総
会
参
加
メ
ン
バ
ー
の
拡
大
と
活
動

の
活
性
化
も
か
ね
て
、
茗
渓
会
本
部
よ
り
支
援
を
受
け
、
初
の
試

み
と
し
て
支
部
主
催
の
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
師
は
筑
波

大
学
体
育
専
門
学
群
長
・
教
授
の
眞
田
久
先
生
で
す
。

講
演
会
は
、
40
名
弱
の
支
部
会
員
を
中
心
と
し
た
聴
衆
を
迎
え
、

２
０
２
０
東
京
大
会
と
筑
波
大
学
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
１
時
間

余
り
の
講
演
時
間
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

眞
田
先
生
に
は
、
内
容
を
次
の
四
つ
の
項
目
に
分
け
て
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。
⑴
現
在
の
体
育
専
門
学
群

⑵
３
回
の
東
京
招
致

と
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ａ

⑶
２
０
２
０
東
京
大
会
へ
の
展
望

⑷
つ

く
ば
国
際
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
で
す
。

講
演
は
、
大
好
評
で
し
た
。
終
了
後
に
は
早
速
質
問
も
出
て
、

興
味
関
心
の
高
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
真
田
先
生
に

は
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
組
織
等
の
活
性
化
と

総
会
参
加
者
の
増
加
の
た
め
の
取
り
組
み

総
会
へ
の
参
加
者
数
の
減
少
と
、
参
加
メ
ン
バ
ー
の
固
定
化
は
、

宮
城
地
域
だ
け
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
価
値

観
の
多
様
化
と
、
個
人
ベ
ー
ス
で
の
行
動
の
割
合
が
増
え
た
現
代

で
は
、
組
織
の
し
が
ら
み
を
嫌
っ
た
り
、
同
窓
会
と
い
う
組
織
で

の
活
動
に
意
義
を
見
い
だ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
近
年
の
宮
城
で
の
総
会
で
は
、
若
干
で
は

あ
り
ま
す
が
、
初
め
て
会
に
参
加
す
る
会
員
や
若
手
の
会
員
の
出

席
参
加
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

若
手
が
増
え
た
最
大
の
要
因
は
、
人
的
な
つ
な
が
り
、
い
わ
ゆ

る
コ
ネ
と
口
コ
ミ
で
す
。
東
京
の
事
務
局
で
も
ま
だ
把
握
し
て
い

な
い
卒
業
し
た
て
の
宮
城
県
内
在
住
の
茗
渓
会
会
員
に
つ
い
て
は
、

本
人
に
案
内
状
が
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も
、
例
え
ば
案
内
が
届

い
た
会
員
が
、
職
場
等
で
後
輩
を
誘
っ
て
参
加
す
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
が
少
し
ず
つ
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
若
手
会
員

の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い
る
と
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

あ
と
は
、
総
会
や
懇
親
会
に
参
加
し
た
若
手
会
員
が
、
初
め
て

参
加
し
た
総
会
や
懇
親
会
が「
面
白
か
っ
た
」「
参
加
し
て
よ
か
っ

た
」
と
思
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
総
会
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。



文
京
キ
ャ

ン
パ
ス
並

逝去会員氏名・卒年科・逝去年月日・

遺族住所・氏名

中村 良平 昭16農教 26・7・24
〒399-4117 駒ヶ根市赤穂9335 長女 中村須寿江
鈴木 勲 昭19大化 25・11・3
〒121-0813 足立区竹の塚3-3-2 二男 鈴木 篤
中澤 一男 昭20体専 26・10・11
〒010-0851 秋田市手形字山崎52-4 妻 中澤 典子
高橋 英夫 昭22体 26・10・1
〒270-1158 我孫子市船戸2-5-53 妻 高橋 邦子
野尻 憲治 昭22農教 26・10・25
〒910-0003 福井市松本4-5-8 長男 野尻 雅彦
辻井 禎 昭23大動 26・3・20
〒519-0153 亀山市西町367-1 長男 辻井 裕
川口 玲雄 昭23文二 26・9・1
〒177-0053 練馬区関町南3-15-7 妻 川口 俊子
島谷 勲 昭24体 26・10・19
〒060-0041 札幌市中央区大通東10-15-48-1103 長女 木 千絵
廣田 修一 昭24農教 26・10・2
〒205-0014 羽村市羽東1-27-29 長男 廣田 修央

平田 和彦 昭25理一 26・10・13
〒270-0805 船橋市二和東4-3-3 妻 平田 和栄
大淵 正雄 昭26体 26・8・28
〒502-0858 岐阜市下土居1-1-14 妻 大淵 直子
武藤 盛治 昭26農教 26・4・5
〒371-0805 前橋市南町4-32-28 妻 武藤 君子
曽根 丹治 昭26農教 26・8・9
〒242-0006 大和市南林間8-14-5 妻 曽根美代子
村上 雄 昭29教大数 25・10・18
〒207-0004 東大和市清水5-1003-2 妻 村上 泰子
末次 孝仁 昭36教大農 25・12・28
〒839-0863 久留米市国分町858-5 妻 末次 恵子
武藤 勲 昭40教大農工 26・12・11
〒880-0801 宮崎市老松1-4-35 養女 武藤 基子
福田 宏茂 昭55筑一自 26・8・30
〒939-2326 富山市 尾町岩屋38 妻 福田 里恵

ま
た
、
宮
城
で
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
後
に
震
災
の
被
害
を

受
け
た
会
員
の
た
め
、
募
金
を
募
り
、
義
援
金
を
差
し
あ
げ
ま
し

た
。
そ
の
際
は
、
援
助
を
受
け
た
会
員
の
皆
さ
ま
よ
り
多
大
の
感

謝
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
宮
城
県
を
含
む
東
北
地
方
は
、
ま
だ

復
興
最
中
で
す
。
そ
れ
も
踏
ま
え
て
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
は

様
ざ
ま
な
企
画
を
考
え
て
、
充
実
し
た
活
動
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

宮
城
支
部

庶
務
担
当
幹
事佐

々
木

洋
（
昭

筑
修
環
境
）
記

講演会講師
氏

昭和59年筑波大学修士課程理工学
昭和62年筑波大学博士課程工学
筑波大学システム情報系教授

去
る
11
月
16
日

日
）に
、
第
２
回
の
東
京
都
茗
渓
会
（
以
下
、

都
茗
渓
会
）
の
総
会
・
講
演
会
・
交
流
会
が
筑
波
大
学

機
能
の
改
善
が
見
ら

び
に
茗
渓
会
館
に
お
い
て
70
名
を
超
え
る
参
加
を
得
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
茗
荷
谷
駅
前
の
教
育
大
跡
地
に
新
設
さ
れ
た
筑
波
大

学
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場
に
行
わ
れ
、
渡
邉
悟
副
会
長
（
食
医

同
源
の
会
代
表
）
の
開
会
の
辞
、
高
橋
基
之
会
長
（
都
立
目
黒
高

校
長
）
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
と
し
て
茗
渓
会
江
田
昌
佑
理
事
長
、

筑
波
大
学
阿
江
通
良
副
学
長
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、
江
田
理
事
長

か
ら
は
新
た
に
一
般
社
団
法
人
と
な
っ
た
茗
渓
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

や
最
近
の
様
子
に
つ
い
て
の
お
話
、
阿
江
副
学
長
か
ら
は
国
内
ス

ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
13
の
中
の
一
つ
に
選
ば
れ
、
世
界
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
を
目
指
す
ト
ラ
ン
ス
ボ
ー
ダ
ー
大
学
と
し
て
の
筑
波
大

学
の
戦
略
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。「
師
魂
理
才
の
人
材
」

を
育
て
る
と
言
う
高
等
師
範
学
校
校
長
嘉
納
治
五
郎
先
生
が
英
語

や
独
語
を
も
話
さ
れ
た
国
際
人
と
し
て
の
見
識
を
持
っ
て
人
材
育

成
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
継
承
し
よ
う
と
の
お
話
で
し
た
。

記
念
講
演

「
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
Ｈ
Ａ
Ｌ
が
創
る
未
来
」
に
つ
い
て
、
筑
波
大

学
シ
ス
テ
ム
情
報
系
教
授
山
海
嘉
之
先
生
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。山

海
先
生
が
開
発
さ
れ
た
「
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
Ｈ
Ａ
Ｌ
」
は
、

着
用
者
の
意
志
を
読
み
取
り
自
律
的
に
動
く
着
用
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。

重
介
護
の
方
が
Ｈ
Ａ
Ｌ
を
着
用
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
と
、
例
え

ば
歩
け
な
か
っ
た
人
が
数
か
月
で
階
段
を
登
れ
る
よ
う
に
な
る
な

ど

教
室
事
業
で
頑
張
っ れ

ま
す
。
Ｈ
Ａ
Ｌ
が
リ
ハ
ビ
リ
と
介
護
を

支
援
し
て
く
れ
、「
重
介
護
ゼ
ロ
社
会
」
の
実
現
に
つ
な
が
る
も
の

と
い
え
ま
す
。
２
０
５
０
年
に
は
我
が
国
の
高
齢
者
は
65
％
に
な

り
、
本
格
的
な
「
老
々
介
護
の
時
代
」
が
や
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。

さ
ら
に
、
先
生
は
「
開
発
に
は
原
理
の
理
解
が
大
切
で
、
創
造

に
は
原
理
と
原
理
の
組
み
合
わ
せ
が
必
要
で
あ
る
」
と
力
説
さ
れ

ま
し
た
。

交
流
会

交
流
会
は
、
会
場
を
茗
渓
会
館
に
移
し
、
山
海
先
生
の
ご
発
声

に
よ
る
乾
杯
、
浅
井
一
郎
（

有
）テ
ィ
ー
エ
ー
オ
ー
企
画
代
表
取

締
役
）
会
計
の
司
会
で
会
は
和
や
か
に
進
行
し
ま
し
た
。
続
い
て

若
手
会
員
の
紹
介
。
87
年
卒
の
大
屋
佳
子
さ
ん
か
ら
は
現
在
、
学

研
の

生
歌
「
常
陸
野
の
」

て
い
る
と
自
己
紹
介
が
あ
り
、
教
育
界

よ
り
実
業
界
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と

は
、
や
は
り
筑
波
大
学
の
特
徴
が
表
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
し
て
終
わ
り
に
は
、
こ
の
歌
を
作
曲
し
た
飯
島
睦
子
監
事

（
大
田
区
立
安
方
中
学
校
長
）と
混
声
合
唱
団
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
本
格
的

合
唱
で
筑
波
大
学
学

9

園
芸
高
校
長
）
記

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
渡
邉
副
会
長
の
リ
ー
ド
に
よ
る
「
宣
揚
歌
」
が
高
ら
か

に
歌
わ
れ
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

德
田
安
伸

事
務
局
長
（
都
立

て
要
約
し
ま

し
た

註
・
本
稿
は
紙
面
の
都
合
上
、
季
刊
誌
「
茗
渓
」
編
集
部
に
よ
っ

2
回
東
京
都
茗
渓

。
ご
了
承
下
さ
い
。

第

開
催
の
報
告

― ―

会

1

悼 (録 称略)敬追
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団

体

作
新
学
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
は
、
募
金
活
動
や
高
齢
者
等
の
自

宅
を
訪
れ
、
窓
拭
き
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
東
日
本
大
震
災
後
に

は
、
被
災
地
を
訪
れ
仮
設
住
宅
の
窓
拭
き
を
行
う
と
と
も
に
、
作

新
学
院
の
園
児
・
児
童
・
生
徒
が
被
災
者
を
励
ま
す
メ
ッ
セ
ー
ジ

入
り
の
雑
巾
約
五
千
枚
を
贈
り
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
バ
イ
オ
ラ
イ
フ
」
は
、
地
域
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

循
環
を
考
え
、
龍
ヶ
崎
の
耕
作
放
棄
地
で
栽
培
し
た
菜
種
で
「
地

あ
ぶ
ら
」
を
作
り
、
そ
の
油
粕
は
家
畜
の
飼
料
と
し
て
再
利
用
す

る
な
ど
、
地
域
の
衣
食
住
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
分
達
で
作
り
だ
そ

う
と
活
動
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
華
の
幹
（
は
な
の
き
）」
は
、
築
百
年
の
古
民
家

を
再
生
し
て
地
域
活
性
化
の
拠
点
に
し
よ
う
と
、
手
芸
等
の
イ
ベ

ン
ト
、
地
区
の
伝
統
行
事
、
能
面
展
の
開
催
、
廃
材
に
よ
る
手
作

り
能
舞
台
の
立
ち
上
げ
な
ど
を
通
し
て
、
人
々
の
地
域
に
お
け
る

交
流
の
場
を
生
み
出
し
て
い
る
。

作
新
学
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

代
表
生
徒

駒
田

祥
史
）

栃
木
県

学
生
団
体
「T

su
k
u
b
a fo

r
3. 11

」
は
、
大
災
害
へ
の
対
応
に

つ
い
て
の
様
々
な
課
題
を
解
消
す
る
活
動
か
ら
出
発
し
、
現
在
は
、

つ
く
ば
市
等
に
拠
点
を
お
き
、
が
れ
き
等
の
撤
去
作
業
や
避
難
者

を
招
い
て
の
芋
煮
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
・
送
込
み
体
制

の
構
築
な
ど
の
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

Ｔ

Ａ
Ｃ
Ｔ
企
画
「T

su
k
u
b
a fo

r 3
.1
1

」

代
表
学
生

水
落

裕
樹
）

茨
城
県

永
年
に
わ
た
り
生
徒
会
が
中
心
に
な
っ
て
〞
ラ
オ
ス
に
学
校
を

贈
る
〝
と
い
う
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
、
こ
れ
ま
で
に

７
校
の
学
校
建
設
を
実
現
し
て
き
た
。
ま
た
、
高
校
生
の
ア
イ
デ

ア
に
よ
り
、
現
地
の
材
料
を
使
っ
て
エ
コ
バ
ッ
グ
や
扇
子
な
ど
を

商
品
化
し
、
国
際
交
流
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。

個

人

菊
池

豊

東
京
都

菊
池
さ
ん
は
、「
義
足
は
、
現
在
、
金
属
製
や
カ
ー
ボ
ン
製
が
主

流
で
あ
り
、
木
製
の
義
足
は
、
木
や
関
節
に
使
う
金
具
の
切
削
と

中
谷

奈
津
子

神
奈
川
県

中
谷
さ
ん
は
、
東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
被
災
地
を
訪
れ
、
童

謡
、
民
話
な
ど
を
基
に
し
た
創
作
紙
芝
居
「
ご
当
地
紙
芝
居
」
を

上
演
し
、
心
の
復
興
を
後
押
し
す
る
活
動
を
続
け
て
い
る
。
本
年

５
月
に
は
、「
被
災
地
の
今
」
を
届
け
る
活
動
報
告
展
を
地
元
鎌
倉

で
開
く
な
ど
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

問
屋
さ
ん
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
医
療
通
訳
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
に
自
治
体
の
要
請
も
含
め
約
500
回
の
医
療
通
訳
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
患
者
の
心
に
配
慮
す
る
工
夫
、

気
遣
い
等
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
し
て
精
力
的
に
医
療
通
訳
活

動
に
従
事
し
て
い
る
。

阿
部

渚

東
京
都

阿
部
さ
ん
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
楽
器
・
馬
頭
琴
の
国
際
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
優
秀
賞
を
受
賞
し
世
界
で
演
奏
活
動
を
続

け
る
と
と
も
に
、
国
内
の
病
院
や
学
校
、
各
種
施
設
等
で
慰
問
活

動
を
継
続
し
て
い
る
。
数
年
前
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
の
音
楽
教
育
の
充

実
を
図
る
活
動
に
も
努
め
て
い
る
。

芳
賀

和
夫

茨
城
県

子
供
達
の
た
め
に
「
易
し
い
サ
イ
エ
ン
ス
」
等
の
科
学
教
育
活

動
や
県
内
各
地
で
生
き
た
科
学
を
体
験
さ
せ
る
自
然
観
察
や
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、

参
加
す
る
子
供
達
と
ス
タ
ッ
フ
諸
氏
に
も
刺
激
的
な
「
生
き
た
科

学
」
の
啓
蒙
活
動
を
続
け
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
バ
イ
オ
ラ
イ
フ
」

（
代
表

塩
川

富
士
夫
）

茨
城
県

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
華
の
幹
」

（
代
表

飯
塚

洋
子
）

茨
城
県

高
知
市
立
高
知
商
業
高
等
学
校
生
徒
会

（
代
表
生
徒

細
木

優
夏
）

高
知
県

接
合
、
ボ
ル
ト
の
微
妙
な
固
定
具
合
な
ど
経
験
と
勘
が
も
の
を
い

う
」
と
言
う
。
そ
し
て
、
使
い
慣
れ
た
人
が
使
い
た
い
と
い
う
限

り
こ
れ
か
ら
も
木
製
の
義
足
を
作
り
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
屋

正
勝

神
奈
川
県

藤
原

啓
乃

東
京
都

藤
原
さ
ん
は
、
様
々
な
生
活
環
境
で
暮
ら
し
て
い
る
お
年
寄
り

が
、
地
域
で
孤
立
す
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
が
継

続
で
き
る
よ
う
、
区
役
所
の
協
力
も
得
て
、
映
画
会
、
相
談
会
な

ど
を
開
催
し
て
い
る
。
日
常
的
な
お
年
寄
り
達
へ
の
見
守
り
活
動

は
、
着
実
に
根
を
下
ろ
し
、
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

茗渓会の顕彰《茗渓会賞》

13回（平成26年)第

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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本
学
と
産
業
技
術
総
合
研
究
所
と
の

合
わ
せ
技
フ
ァ
ン
ド
設
立

本
学
と
産
業
技
術
総
合
研
究
所
は
、
互
い
の
予
算
を
持
ち
寄
り
、

公
募
し
た
共
同
研
究
に
資
金
提
供
す
る
「
産
総
研
と
筑
波
大
と
の

合
わ
せ
技
フ
ァ
ン
ド
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
独
創
的
な
研
究
シ

ー
ズ
発
掘
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
つ
な
げ
る
多
数
の
共
同

研
究
が
生
ま
れ
、
教
育
・
研
究
・
地
域
活
性
化
の
促
進
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

67
課
題
の
応
募
が
あ
っ
た
中
か
ら
、
数
理
物
質
系
３
課
題
、
シ

ス
テ
ム
情
報
系
か
ら
２
課
題
、
医
学
医
療
系
か
ら
２
課
題
、
生
命

環
境
系
か
ら
２
課
題
の
計
９
課
題
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
機
関
が
１
、０
０
０
万
ず
つ
供
出
、１
件
あ
た
り
222
万
円
を
支

給
し
ま
す
。

三
明
康
郎
副
学
長
は
、「
大
学
の
基
礎
研
究
と
産
総
研
の
最
先
端

の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
大
き
な
展
開
が
で
き
る
。
非
常

に
多
く
の
提
案
が
あ
り
力
強
く
思
っ
て
い
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

写真提供：O.TAKEDA

少
で
、
大
学
生
の

優
勝
も
43
年
ぶ
り

と
い
う
快
挙
で
す
。

決
勝
戦
で
は
、

國
友
錬
太
郎
四
段

（
福
岡
県
警
）に
１

本
も
奪
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
得
意
の

面
を
２
本
決
め
ま

し
た
。

第
66
回
全
日
本
大
学
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

で
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
が
、
筑
波
大
学
開
学
以

来
初
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た

前
身
の
東
京
教
育
大
学

時
代
を
含
め
る
と
61
年
ぶ
り

２
度
目
）。

な
お
、
最
優
秀
選
手
賞
に

は
キ
ャ
プ
テ
ン
の
笹
山
貴
哉

選
手
（
体
育
専
門
学
群
４

年
）、優
秀
選
手
賞
に
は
坂
東

拓（
同
４
年
）、杉
浦
佑
成（
同

１
年
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
念
願
の
イ
ン
カ
レ
優
勝

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕
式
を
挙
行

茨
城
県
信
用
組
合
会
長
の
幡
谷
祐
一
さ
ん
が
寄
贈
し
た
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
の
除
幕
式
が
10
月
７
日
に
行
わ
れ
、
永
田
恭
介
学
長
ら
が

出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
除
幕
式
は
、
平
成
22
年
に
全
国
最
高
齢
で
生
命
環
境
科
学

研
究
科
博
士
課
程
を
修
了
し
、
博
士
（
学
術
）
を
取
得
さ
れ
た
幡

谷
さ
ん
か
ら
、
本
学
学
生
へ
の
激
励
と
本
学
に
対
す
る
大
き
な
期

待
を
込
め
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
柴
田
良
貴
教
授
（
芸
術
系

日
展
会
員
）

作
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
「
旅
へ
」
と
「
夜
の
幕
を
ひ
ら
く
」
お
よ
び
幡

谷
さ
ん
作
の
漢
詩
を
刻
ん
だ
銘
板
。
銘
板
の
書
は
中
村
伸
夫
教
授

芸
術
系

日
展
会
員
）に
よ
る
も
の
で
す
。

平
成
26
年
度
筑
波
大
学
公
開
講
座

「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
成
果
を
指
導
・
練
習
に
活
か
そ
う
」

11
月
７
日
に
、
本
学
の
本
間
三
和
子
教
授
に
よ
る
「
出
前
公
開

講
座
」
が
咲
く
や
こ
の
花
高
校
（
大
阪
市
）
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
間
教
授
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
の
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ

ミ
ン
グ
で
同
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
選
手
経
験
を
基
に
、
ス
ポ
ー
ツ
科

学
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
知
識
を

指
導
・
練
習
に
活
か
そ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
し
、
同
校
で
ス
ポ
ー

ツ
を
重
点
的
に
学
ぶ
「
ス
ポ
ー
ツ
系
列
」
の
生
徒
約
70
人
や
、
付

近
の
高
校
か
ら
集
ま
っ
た
教
員
な
ど
が
最
先
端
の
研
究
内
容
や
、

本
間
教
授
の
人
生
訓
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
し
か
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
本
年
度
か
ら
社
会
貢
献
や
本
学
の
知
名
度
向
上

な
ど
を
目
的
に
、
９
月
に
は
佐
賀
県
で
剣
道
教
室
、
10
月
に
は
福

島
県
で
柔
道
教
室
を
開
催
し
、
本
学
の
教
員
や
体
育
専
門
学
群
の

学
生
が
地
域
住
民
直
接
指
導
を
行
い
好
評
を
博
し
、
体
育
系
で
は

今
後
も
、
岩
手
県
や
宮
城
県
で
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
本
間

教
授
も
「
来
年
度
以
降
も
継
続
的
に
続
け
て
い
き
た
い
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

責

季
刊
誌
「
茗
渓
」
編
集
担
当

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

は
、
本
学
の
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ

と
し
て
、
学
問
に
宿
る

崇
高
な
る
精
神
性
と
高

揚
感
を
与
え
る
も
の
に

な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

学
長
表
敬
続
々

こ
の
秋
も
本
学
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
た
ち
が
大
活
躍
し
、
優
勝
旗

を
持
っ
た
誇
ら
し
げ
な
選
手
た
ち
が
、
続
々
と
学
長
室
へ
報
告
に

訪
れ
ま
し
た
。
史
上
最
年
少
で
剣
道
日
本
一
に
輝
い
た
竹
ノ
内
佑

也
選
手
。
第
41
回
全
日
本
大
学
選
手
権
大
会
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

優
勝
お
よ
び
２
０
１
４
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
女
子
ダ
ブ

ル
ス
カ
ル
優
勝
の
漕
艇
部
。
第
83
回
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選

手
権
大
会
で
、
６
年
連
続
24
回
目
の
総
合
優
勝
し
た
陸
上
競
技
部

女
子
。
第
65
回
全
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
優
勝
の

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
女
子
。
第
66
回
全
日
本
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
優
勝
の
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
。
学
長
や
副

学
長
は
、
選
手
一
人
一
人
に
、
ね
ぎ
ら
い
と
今
後
の
活
躍
を
期
待

す
る
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。

こ
の
２
つ
の
大
学
は
、
学
外
に
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
創
成
し
、

学
内
に
海
外
組
織
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
創
成
す
る
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・

イ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
」
構
想
の
実
現
に
向
け
て
、
科
目
ジ
ュ
ー
ク

ボ
ッ
ク
ス
モ
デ
ル
構
築
を
協
働
で
進
め
る
主
要
大
学
で
す
。

全
日
本
剣
道
選
手
権
で
竹
ノ
内
佑
也
史
上
最
年
少
優
勝

剣
道
日
本
一
を
決
め
る
第
62
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会
で
、

本
学
の
竹
ノ
内
佑
也
選
手
（
体
育
専
門
学
群
３
年
）
が
初
出
場
で

初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
21
歳
５
ヶ
月
で
の
優
勝
は
史
上
最
年

筑
波
大
学
は
今
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茗
溪
学
園
だ
よ
り

中学①年図書館オリエンテーション：司書の先生に

次々に質問する生徒たち

自
主
的
な
学
習
活
動
を
支
え
る
図
書
館

学
校
に
お
け
る
図
書
館
の
充
実
度
は
、
学
校
が
生
徒
た
ち
の
自

主
的
な
学
習
活
動
を
ど
れ
く
ら
い
大
切
に
し
て
い
る
か
が
分
か
る

指
標
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
建
学
の
理
念
に
掲
げ
た
「
創
造
的
思
考
力
に
富
む

人
材
を
育
て
る
」
た
め
に
、
課
題
解
決
学
習
や
調
べ
学
習
を
各
学

年
の
教
科
学
習
や
行
事
に
組
み
込
ん
で
、
よ
り
高
い
成
果
を
ね
ら

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
生
徒
一
人
一
人
に
探
究
心
を
育
み
、

自
ら
学
び
成
長
し
て
い
く
能
力
を
養
う
場
と
し
て
の
図
書
館
は
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
本
校
の
図

書
館
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

図
書
館
デ
ー
タ

①
ス
タ
ッ
フ＝

専
任
・
司
書
教
諭
２
名
、
非
常
勤
・
司
書
１
名
、

ア
ル
バ
イ
ト
（
筑
波
大
学
大
学
院
生
・
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア

研
究
科
）
１
名
。
月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
常
に
複
数
で
の
指
導
態

勢
が
と
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

中学②年技術の授業：各自で設定したテーマに沿っ

て個別に調べ学習を進めていく

④年連続 回目となるライバル清真学園との決勝対

戦を 対⑦で制しての優勝。（平成 年 月⑨日、水

戸・ケーズデンキスタジアム）

②
蔵
書
数＝

約
７
万
冊
。
新
し
い
本
を
年
間
２
千
冊
以
上
購
入
。

③
年
間
貸
出
し
冊
数＝

１
万
６
千
〜
２
万
冊

④
開
館
時
間＝

始
業
前
の
７
時
45
分
〜
午
後
６
時
。
始
業
前
、
昼

休
み
、
放
課
後
と
も
数
多
く
の
生
徒
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

本
校
図
書
館
の
特
徴

複
数
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
第
一
の
特

徴
で
す
。
高
校
２
年
で
行
う
総
合
学
習
「
個
人
課
題
研
究
」
で
は
、

全
員
が
論
文
作
成
を
行
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
生
徒
に
対
し
、
論

文
作
成
の
基
礎
と
な
る
資
料
の
検
索
方
式
や
入
手
方
法
、
他
の
図

書
館
の
利
用
、
論
文
の
書
き
方
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
、
生
徒
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
応
え
て
い
ま
す
。
高
校

２
年
の
ほ
か
に
も
、
各
学
年
に
配
置
さ
れ
て
い
る
研
修
活
動
や
レ

ポ
ー
ト
作
成
な
ど
の
た
め
に
、
生
徒
た
ち
は
気
軽
に
相
談
に
や
っ

て
き
ま
す
。

図
書
館
に
場
所
を
移
し
て
授
業
を
行
う
教
科
が
幾
つ
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
ら
の
授
業
支
援
や
資
料
提
供
な
ど
で
、
授
業
担
当
教

師
と
司
書
教
諭
と
が
協
力
し
て
、
よ
り
よ
い
授
業
作
り
を
し
て
い

ま
す
。

入
学
直
後
の
中
学
１
年
生
に
対
し
、
図
書
館
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
す
。
司
書
の
先
生
方
か
ら
直
接
し
か
も
優
し
く

丁
寧
に
教
え
て
も
ら
え
る
の
で
、
よ

り
親
し
み
の
湧
く
図
書
館
と
い
う
雰

囲
気
が
醸
成
さ
れ
、
高
い
利
用
率
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。
新
聞
・
雑
誌
の

閲
覧
と
か
友
人
と
の
交
流
の
場
と
し

て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

７
万
冊
の
蔵
書
で
す
が
、
絵
本
か

ら
大
学
生
が
使
う
よ
う
な
専
門
書
ま

で
幅
広
く
揃
え
て
い
ま
す
が
、
調
べ

も
の
の
利
用
が
多
い
の
で
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
ブ
ッ
ク
（
参
考
図
書
）
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

洋
書
も
積
極
的
に
収
集
し
、
海
外
か

ら
の
帰
国
生
や
留
学
生
ば
か
り
で
は

な
く
、
多
く
の
生
徒
が
外
国
の
書
物

に
触
れ
る
機
会
を
作
っ
て
い
ま
す
。

新
聞
は
日
刊
紙
を
10
紙
、
週
刊
誌
を
３
誌
、
雑
誌
（
科
学
、
ス

ポ
ー
ツ
、
趣
味
な
ど
）
を
42
誌
購
読
し
、
生
徒
の
多
方
面
の
興
味

関
心
要
望
に
応
え
て
い
ま
す
。

個
人
課
題
研
究
の
要
旨
集
や
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
活
動
の
報
告
集

を
ま
と
め
た
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
先
輩
た
ち
が
過
去
に
作
成
し
た
研

究
レ
ポ
ー
ト
や
関
連
資
料
が
揃
え
ら
れ
て
い
て
、
調
査
・
研
究
が

よ
り
身
近
な
も
の
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

図
書
館
は
、
教
室
か
ら
近
い
２
階
の
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
場
所

に
あ
り
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
席
と
個
人
机
を
配
置
し
、
個
人
学
習
、

グ
ル
ー
プ
学
習
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
形
態
に
応
じ
て
使
い
勝
手
が
良

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

他
に
、
図
書
館
内
に
は
情
報
端
末
と
し
て
、
図
書
検
索
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
、
お
知
ら
せ
掲
示
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
い
つ
で
も
自
由

に
使
え
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
４
台
を
設
置
し
て
便
宜
を
図
っ
て

い
ま
す
。

高
校
ラ
グ
ビ
ー

回
目
の
全
国
大
会
出
場

第
94
回
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
茨
城
県

予
選
を
安
定
し
た
戦
い
ぶ
り
で
勝
ち
上
が
り
、
３
年
連
続
で
の
全

国
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
１
９
８
５
年
第
65
回
大
会
に
初

出
場
し
て
か
ら
30
年
目
と
な
る
今
年
で
す
が
、
出
場
回
数
を
20
回

に
ま
で
伸
ば
し

ま
し
た
。

今
年
も
東
日

本
地
区
の
実
力

校
と
し
て
Ｂ
シ

ー
ド
校
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
昨

年
の
大
会
で
は
、

良
い
結
果
が
残

せ
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
今
年

は
２
年
分
の
勝

利
を
挙
げ
よ
う

と
懸
命
に
練
習

に
励
ん
で
い
ま

す
。



□三六会（昭和 年東京教育大学農学部林学科）
と き 平成26年11月９日(日）

ところ ホテルグランドヒル市ヶ谷

現存者23名のうち、17名出席のもと開催、全員後期高齢者ですが

全員元気、欠席者６名も体調不良の為ではなく、健康に恵まれたク

ラスです。桐の葉を合唱して閉会後、靖国神社参拝して会散しまし

た。 幹事：田村正義

□東京高師 昭和 年卒 理二の会
と き 平成26年10月８日(水）

ところ 文京区湯島 東京ガーデンパレス

今年の参加者は７名。近況報告など話し合い、楽しく和やかな会

でした。みんな元気。とはいえ、全員86歳以上になった等々を考慮、

これを「理二の会」の最終回にすることで合意。名残を惜しみつゝ

散会した。写真は前列左から 古村、井下田、伊藤、石橋、後列左

から飯村、中園、黒羽 幹事：黒羽、中園、飯村 文責：飯村

□ 農経会（昭和 年度東京大学大農村経済学科卒）
と き 平成26年11月１日(土）

ところ 農林中央金庫目黒分室

全員後期高齢者前後になった今回、現存者18名中半分の９名出席

のもと、楽しく昔を語り、酒盛りも盛大でした。

氏名は順不同で前列左から松岡、高野、新倉、湯沢、小林、後列

は赤石、前川、伊東、脇坂です。出席者全員、少しも年を感じない

ほど元気で、最後に「桐の葉」を歌って散会。

□昭和 年卒 東京教育大学体育学部 クラス会
と き 平成26年10月18日(土）

ところ ユーハイム千駄ヶ谷店

私達は昭和37(1962)年に卒業し、無二(62)会と名乗っております。

総勢58名が参加し、童心に返り、命の洗濯ができました。

まだ卒業して52年、私達の夢は東京オリンピックを観戦しながら、

「同志道友」の会・無二会を開くことです。

世話人：片倉、石橋、杉山、河本

□東茗会
と き 平成26年11月23日(日）

ところ 「北海道」池袋西口店

東京高等師範学校、東京文理科大学、東京教育大学、筑波大学の出

身者で、主に東洋史を専攻し、都内の高校で世界史を教えている現役

の教員・OBの親睦会です。年に１回、教育大出身者には懐かしい池

袋で会合を開いています。参加者は30代から70代まで多彩ですが、学

生時代の思い出話から昨今の高校の様子などで話が盛り上がり、い

つも話題に困らないのが特徴です。 会長：浦部利明

桐の葉のつどい 同期入学、卒業または同行のみなさんの集まりを紹介したものです。
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太
田

陽
子

27
大
地

35
院
博
地

（
東

京
）

毛
利
陽
太
郎

34
教
大
数

36
院
修
数

（
山

梨
）

41
院
博
数

藤
本

文
朗

34
教
大
特
教

（
京

都
）

小
川

清
彦

32
教
大
彫

（
奈

良
）

渡
辺

悦
男

33
教
大
健

（
島

根
）

山
本

和
之

33
教
大
英

35
院
修
英

（
山

口
）

小
林

貞
一

34
教
大
数

36
院
修
数

（
高

知
）

秋
吉

嘉
範

32
教
大
体

（
福

岡
）

副
島

正
光

33
教
大
倫

38
院
修
倫

（
佐

賀
）

瑞
宝
小
綬
章

宮
崎

幹
夫

39
教
大
体

（
宮

城
）

著 書 紹 介

数
詞：

そ
の
誕
生
と
変
遷
（
改
訂
版
）

著

者

小
林
功
長

か
つ
な
が
）（
昭
和
26
年
東
京
文
理
大
理
学
部
物
理
学
科
卒
）

本
の
大
き
さ

四
六
版
、
158
ペ
ー
ジ

１
、０
０
０
円
（
税
別
）

出

版

社

大
芸
社

こ
の
本
は
、
数
詞
の
誕
生
と
変
遷
お
よ
び
数
詞
の
歴
史
と
い
う
視
点
か
ら
の
日
本
語
の
誕
生

を
論
じ
た
も
の
で
す
。

数
詞
の
誕
生
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
数
詞
の
比

分
析
と
い
う
方
法
で
、「
１
と
２
の
時
代
」「
３

と
４
の
壁
」「
指
の
働
き
と
10
ま
で
の
数
」「
10
進
20
進
60
進
数
」
等
を
述
べ
て
い
ま
す
。
変
遷

で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
イ
ン
ド
北
部
の
数
詞
中
心
に
、
異
な
る
言
語
集
団
が
接
触
す
る
と

き
に
起
こ
る
数
詞
の
変
化
を
述
べ
て
い
ま
す
。

日
本
語
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
が
「
い
ち
、
に
、
さ
ん

」「
ひ
と
つ
、
ふ
た
つ
、

み
つ

」
の
２
種
類
の
数
詞
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
も
と
に
そ
の
成
立
を
論
じ
て
い
ま
す
。

ベ
ト
と
ド
ク
と
日
本
の
絆

著

者

藤
本
文
朗

出

版

社

新
日
本
出
版

２
０
１
０
年

１
、０
０
０
円

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
（
１
９
６
０
〜
１
９
７
５
年
）
で
ア
メ
リ
カ
が
撒
い
た
枯
れ
葉
剤
（
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
を
含
む
）
に
よ
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
で
今
な
お
障
害
者
が
生
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。そ

の
中
で
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
ベ
ト
と
ド
ク
（
０
〜
８
才
時

結
合
双
生
児

後

分
離
手
術
）
を
支
援
す
る
会
を
30
年
近
く
や
っ
て
き
た
こ
と
を
通
し
て
、
戦
争
と
障
害
児
、
国

際
交
流
に
つ
い
て
語
る
。

著
書
紹
介
の
掲
載
に
つ
い
て

季
刊
誌
「
茗
渓
」
に
は
、
茗
渓
会
員
の
皆
さ
ま
の
著
書
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
先
輩
・

後
輩
・
友
人
な
ど
の
著
書
を
、
25
字
×
18
行
程
度
の
紹
介
文
に
し
て
茗
渓
会
事
務
局
へ
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
書
名
、
著
者
お
よ
び
ご
本
人
の
卒
業
年
度
、
学
部
・
学
科

学
群
・
学
類

、
本

の
大
き
さ
、
ペ
ー
ジ
数
、
価
格
、
発
行
所
等
を
付
記
し
て
下
さ
い
。

お
願
い

瑞
宝
小
綬
章
以
下
に
つ
い
て
は
全
国
紙
に
掲
載
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
地
域
組
織
、
ご
本
人
か
ら
連
絡
が
あ

っ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
記
載
も
れ
に
お

気
付
き
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

旭
日
中
綬
章

小
林

守

44
教
大
日

（
栃

木
）

瑞
宝
中
綬
章

平
山

光
衛

28
大
地

33
院
修
地

（
栃

木
）

秋
山

怜

34
教
大
英

40
院
修
英

（
埼

玉
）

平
成
二
十
六
年
秋
の
叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
敬
称
略
）

染
谷

信
洋

43
教
大
言

（
茨

城
）

岩
崎

修

75
教
大
農
経

（
栃

木
）

小
畔

東

41
教
大
体

（
東

京
）

小
林

俊
徳

42
教
大
総
農

（
東

京
）

佐
々
木
正
興

70
教
大

（
愛

媛
）

大
友

錬
一

38
教
大
地
鉱

（
福

島
）

平
成
二
十
六
年
春
の
叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
敬
称
略
）



地
域
組
織
等
の
総
会
・
講
演
会
等
の
実
施
状
況

本
年
度
の
地
域
組
織
の
総
会
・
講
演
会
等
の
実
施
状
況
は
次
の

通
り
で
す
。（
理
事
会
か
ら
理
事
を
派
遣
し
た
も
の
に
つ
い
て
ま
と

め
ま
し
た
）

大
阪

６
／

７
）
筑
波
大
学

６
／
10
）
奈
良

６
／
21
）
長
野

６
／
22
）

栃
木

６
／
28
）
群
馬

６
／
29
）
神
奈
川

７
／

５
）
福
岡

７
／

５
）

静
岡

７
／

６
）
愛
媛

７
／

６
）
千
葉

７
／

６
）

三
重

７
／

６
）

富
山

７
／

６
）
愛
知

７
／

６
）
山
梨

７
／
26
）

東
京

11
／
16
）

宮
城

11
／
22
）
山
梨

11
／
29
）

地
域
組
織
等
へ
の
集
金
費
を
助
成

本
会
で
は
従
来
は
地
域
組
織
等
で
集
金
し
た
会
費
に
つ
い
て
は

10
％
を
地
域
組
織
に
還
元
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は

地
域
組
織
で
集
金
し
た
も
の
以
外
も
10
％
を
助
成
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
各
地
域
組
織
か
ら
振
込
先
を
連
絡
い
た
だ
き
、
連
絡

の
な
い
３
つ
の
地
域
組
織
を
除
い
て
、
す
べ
て
助
成
致
し
ま
し
た
。

筑
波
地
区
で
公
開
講
座
開
催

９
月
27
日

土
）に
藤
原
保
明
先
生
の
「
英
語
の
は
な
し

第
10

弾
」
が
『
英
語
を
さ
か
の
ぼ
る
』
と
題
し
て
、
筑
波
学
都
資
金
財

団
の
筑
波
研
修
セ
ン
タ
ー
で
約
30
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

600
年
ほ
ど
前
の
「
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
旅
行
記
」
を
、
当
時
の
英
語
で

読
み
な
が
ら
「
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
旅
行
記
」
の
英
語
の
特
徴
な
ど
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

11
月
29
日

土
）に
は
、
本
会
理
事
で
水
戸
植
物
公
園
長
の
西
川

綾
子
先
生
の
「
年
末
年
始
に
楽
し
む

冬
の
寄
せ
植
え
」
が
40
名

ほ
ど
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ク
ラ
メ
ン
や
ク
リ
ス
マ

ス
ロ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
お
話
の
後
で
、
寄
せ
植
え
の
実
習
が
行
わ

れ
参
加
者
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
」「
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
」
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第

回

茗
渓
会
賞

顕
彰
式
を
筑
波
で
開
催

従
来
、
東
京
の
「
茗
渓
会
館
」
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
「
茗
渓

会
賞
」
の
顕
彰
式
を
11
月
26
日
に
筑
波
大
学
の
大
学
会
館
で
開
催

致
し
ま
し
た
。
団
体
５
件
、
個
人
６
件
の
顕
彰
を
受
け
た
皆
さ
ま

と
理
事
等
の
45
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

卒
業
予
定
の
学
生
の
就
職
活
動
に
ご
支
援
を

来
年
春
、
再
来
年
春
に
就
職
予
定
の
筑
波
大
学
生
に
、
皆
さ
ま

の
ご
支
援
・
ご
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
）
筑
波
大
学
学
生
部
就
職
課

企
業
・
団
体
関
係

電
話

０
２
９－

８
５
３－

６
０
９
１

教
員
・
公
務
員
関
係

電
話

０
２
９－

８
５
３－

２
２
４
９

第

回

教
職
受
験
対
策
研
修
会

教
員
採
用
試
験
を
受
験
す
る
、
筑
波
大
学
の
学
生
の
た
め
に
、

今
年
度
も
、
講
習
会
を
本
会
と
筑
波
学
都
資
金
財
団
の
共
催
で
左

記
の
要
領
で
開
催
致
し
ま
す
。

日

時

平
成
27
年
３
月
９
日

月
）〜
11
日

水
）

会

場

筑
波
学
都
資
金
財
団

筑
波
研
修
セ
ン
タ
ー

受
講
料

７
、０
０
０
円
の
と
こ
ろ

茗
渓
会
が
２
、０
０
０
円
補
助

表
紙
の
言
葉

表
紙
デ
ザ
イ
ン

茗
渓
会
副
理
事
長

西
川

潔

新
年
号
に
相
応
し
い
構
内
風
景
を
探
し
た
が
、
華
や
ぎ
の
色
は

す
く
な
い
。
構
内
を
移
動
す
る
学
生
も
気
の
せ
い
か
ま
ば
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
吹
き
寄
せ
ら
れ
た
枯
れ
葉
の
中
に
秋
の
名
残
を
み

た
り
、
カ
メ
ラ
を
構
え
る
背
に
、
ポ
ツ
リ
と
木
の
実
が
落
ち
る
音

を
聞
く
。
冬
な
ら
で
は
の
体
験
で
あ
る
。
写
真
は
学
内
を
１
周
す

る
ル
ー
プ
道
路
の
一
部
、
ケ
ヤ
キ
並
木
で
あ
る
。
ケ
ヤ
キ
は
芽
吹

き
か
ら
新
緑
に
か
け
て
と
、
う
っ
す
ら
赤
み
を
帯
び
る
落
葉
直
前

が
見
頃
で
あ
る
。
そ
し
て
冬
。
朝
も
や
の
中
に
凛
と
し
て
立
つ
ケ

ヤ
キ
は
、
太
い
幹
か
ら
細
い
枝
先
ま
で
淀
み
な
く
張
り
を
も
つ
。

花
こ
そ
見
せ
な
い
が
、
輪
廻
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
樹
で
あ
る
。
遠

く
に
見
え
る
自
転
車
は
、
一
の
矢
宿
舎
か
ら
大
学
中
央
に
向
か
う

外
国
人
で
あ
ろ
う
。
体
型
か
ら
そ
れ
と
分
か
る
。

編
集
後
記

・
特
集
は
「
教
育
学
者
・
清
水
一
彦
さ
ん
と
考
え
る
日
本
の
教
育
」

の
第
二
回
と
し
て
、
筑
波
大
学
副
学
長
の
阿
江
通
良
さ
ん
と
筑

波
大
学
教
授
の
藤
田
晃
之
さ
ん
の
三
人
で
「
大
学
入
試
制
度
は

ど
う
改
革
す
べ
き
か
」
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
次
号
・
第
三
回
の
テ
ー
マ
は
、
清
水
一
彦
さ
ん
と
筑
波
大

学
教
授
の
徳
永
保
さ
ん
、
筑
波
大
学
教
授
の
藤
田
晃
之
さ
ん
の

三
人
で「
現
代
社
会
は
ど
の
よ
う
な
教
師
を
求
め
て
い
る
の
か
」

に
つ
い
て
で
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

・
１
０
８
１
号

平
成
26
年
春
号
）か
ら
始
め
た「
茗
渓
東
西
南
北
」

に
は
多
数
原
稿
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
ス
ペ
ー
ス

を
広
げ
て
、
京
都
・
宮
城
・
東
京
の
地
域
組
織
の
活
動
の
様
子

を
掲
載
し
ま
し
た
。

お
願
い

・
正
確
な
会
員
情
報
把
握
の
た
め
に
、
住
所
、
勤
務
先
の
変

更
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

・
年
会
費
の
お
振
込
み
は
、
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
27
年
１
月
15
日
発
行

発
行
所

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

茗
渓
会
事
務
局
・
大
塚
事
務
所

112

0012

東
京
都
文
京
区
大
塚
一

五

二
三

Ｔ
Ｅ
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三
九
四
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〇
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Ｆ
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〇
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九
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四

E
-m
a
il in

fo
＠
m
eik

ei.o
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h
ttp
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便
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号
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筑
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事
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所

305

8577

つ
く
ば
市
天
王
台
一
一
一

筑
波
大
学
・
大
学
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
二
九

五
〇

一
〇
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
二
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E
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a
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m
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―筑波大学の知の発信―
〒305-8577つくば市天王台1-1-1

htt ://www. ress.tsukuba.ac. /

秋葉原駅からつくばエクスプレスで45分「つくば駅」下車
●バス／「筑波大学循環」３つ目「筑波メディカルセンター前」下車
徒歩８分●つくば駅からタクシー／５分

海 城 中 学 ・ 高 等 学 校

〒169-0072東京都新宿区大久保3-6-1

電話 03-3209-5880

校 長 水谷 弘（昭40教大数)

聖 徳 大 学 学部

〒271-8555千葉県松戸市岩瀬550
電話 047-365-1111(代表)

E-mail:akifuji＠seitoku.ac.jp

学部長 藤原 保明
昭48教修英
平３筑博文言

葛飾区金町3-27-3

一般社団法人 食医同源之会

〒124-0024東京都葛飾区新小岩1-43-6
オリムピアビル６Ｆ
TEL&FAX03-3654-2410

代表理事 渡邉 悟 56筑二農
62筑院博農

http://syokuidougen.main.jp

堀 内 法 律 事 務 所

〒305-0025つくば市花室1011番地

TEL029(857)4411 FAX029(857)4412

所長・弁護士 堀内 昭三（35教大法政)

〒105-8507東京都港区芝２丁目32番１号

電話 03(3456)1578

執行役員 楢岡 祥之（昭57筑社工)

相続・法人設立・ビザ etc...

行政書士 髙谷真一事務所

〒300-0826土浦市小松ヶ丘町3番15号

TEL&FAX 029-821-8177

代表 髙谷 真一（平20筑修ビジ)

最大収容180名、お一人3,600円から／(消費税率引上後、料金改訂予定)
茗渓会員とご家族に割引あり
研修セミナー･サークル発表会･各種会議･学習合宿･部活動合宿に
シングル145室 ツイン５室 和室５室／研修室２室（120・40名)
和室も研修室として利用可（20畳、10畳）
館内食堂《こうせい》でパーティ･懇親会等（数名から80名まで）

ご注 は最寄りの書店または丸善出版へ TEL ( )

3945-9390 FAX03-3945-9392

本書では、筑波山の歴史、民俗、経済、

地域づくりについて具体的に描いていま

す。神代から現代までの筑波山の存在と

人々の思いによって形作られた「環筑波山

文化圏」という視点で、筑波山の来し方

スポーツ選手、 化人のマネジメント＆キャスティング
トレーニングジム、鍼灸整骨院、デイサービスの運営

株式
会社スポーツカンパニージャパン
〒550-0003大阪市西区京町堀1-17-8京ビル5F

 
TEL 072-452-0030 http://tachiryugym.com

代表取締役 藤田 文武(筑波大体育 2004卒)

経営・労務・年金etc.コンサルタント

福岡経営労務事務所

〒125-0042

全般にも有効

なDEA（

TEL047(361)2618 FAX047(361)2643

所 長
社会保険労務士 福岡 一雄（32教大法政)

㈱東京科学光芸社

茗渓会館写真スタジオ

〒112-0012東京都文京区大塚１-５-23

茗渓会館３階

TEL03-

・並製2,900円＋税 ISBN978-4-904074-34-3

『DEAフレックス総合評価法 社会システム分析への適用』
橋本 昭洋 著

公共機関や民間企業の効率性の分析評価

のみならず社会システム分析

74-33-6 A5判

を

包絡分析）のガイド

と

行く末を想像・創造してみてはいかがでし

ょう。

近日刊行予定

『筑波山から学ぶ－「とき」

、

想像・創造する』
前川 啓治 編

A5判・並製2,900円＋税 ISBN 978-4-9040

法、その適用の仕方を

映

身近

な事例を用いて平

ブックです。

専門研究の成果を反

評

しながら、基本的な

考え、

解

価手

ています。説し易に
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一般財団法人 筑波学都資金財団

筑波研修センター
〒 - 茨城

―

〒273-0115千葉県鎌ケ谷市東道野辺3-1-7

電話 047(443)7908 FAX 047(443)7940

営業部長 高野 力（昭48教大木工)





理事長・学園長 佐藤 東洋士

芸術文化学群

東京ビジネスホテル
茗渓会東京宿泊所
茗渓会会員割引料金（税サ込）

シングルＢ（バス・トイレ共同）
　　　   ￥ 6,500→平日￥ 4,800  休前日￥  5,800
シングルＡ（バス・トイレ付）
　　　   ￥  8,200→平日￥  5,950  休前日￥  6,950
ツイン　　（バス・トイレ付）
　　　   ￥13,800→平日￥  9,800  休前日￥12,800
朝食バイキング ￥  1,050→￥  760
大浴場時間 ： 6:30～9:00 17:00～01:00

地下鉄丸ノ内線 新宿御苑前駅 １番出口

都営新宿線   新宿三丁目駅 C７出口  より徒歩７分

地下鉄副都心線 新宿三丁目駅 E２出口

JR新宿駅より車５分







東京都新宿区新宿6-3 - 2
TEL 03 （3356） 4605
FAX  03 （3356） 4606

茗渓会館写真スタジオ
ご婚礼・成人式・七五三・ご入学卒業写真・証明写真
家族写真・集合写真・出張撮影等・卒業アルバム作成

〒112-0012　東京都文京区大塚1-5-23

㈱東京科学光芸社
TEL 03-3945-9390　FAX 03-3945-9392

茗渓会館
₃階



S S H 活 動 報 告 会
「SS研究・個人課題研究発表会」
（後援：筑波大学）開催のお知らせ

期日：平成27年1月30日（金）
　　　10：00～14：00
会場：筑波大学・大学会館
内容：本校高校2年生SS研究および個人課

題研究（優秀研究者）口頭発表ほかに、
ポスター発表、その他のSSH活動成
果報告

　　　一般公開いたします
お問い合わせは、下記e-mailアドレスへ


